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のり　　と
“祓い”と“清め”の伝統 “大祓”に学ぶ

例祭の斎行 －大神様に捧げる日々の感謝のこころ－
～1200年前から伝わる日本を心安らかな国へ導く古の祝詞～
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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。
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の
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よ
り
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の
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修
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に
国
幣
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に
列
せ
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明
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月
に
再
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の
火
災
に
よ
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御
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殿
以
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建
造
物
な
ど
消
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し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
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て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
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御
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四
五
〇
年
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が
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行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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思いやりの心で人と人との距離を確保しながら参拝する皆様（令和2年4月5日）

癒
や
し
の
斎
庭

癒
や
し
の
斎
庭

ゆ
に
わ

ゆ
に
わ

　

初
夏
の
も
み
じ
が
美
し
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
開
園
よ
り
五
十
余
年
の
歴
史
を
有
す
る

一
宮
花
し
ょ
う
ぶ
園
は
、
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
中
国
武
漢
市
発
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
一
週
間
遅
ら
せ
て
の
開
園
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
神
々
が
運
ぶ
自
然
の
巡
り
は
変
わ
る
こ

と
な
く
、
穀
雨
の
恵
み
受
け
園
内
の
花
々
が
美
し
く
咲
き
揃
い
、
ご
神
域
で
は
杉
と
檜
の
杜
に
囲
ま
れ

た
『
青
葉
も
み
じ
』
も
清
々
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ニ
ュ
ー
ス
を
眺
め
て
い
ま
す

と
、
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
批
判
記
事
が
溢
れ
、
ま
る
で
生
活
の
変
容
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
た
だ
で
さ
え
、
違
和
感
の
あ
る
自
粛
の
期
間
を
経
て
、
少
し
ず
つ
新
し
い
生
活
へ
と
国
民

が
馴
染
も
う
と
す
る
な
か
、
そ
う
い
っ
た
目
的
有
り
き
の
ニ
ュ
ー
ス
、
は
た
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
拡
散
機
能

を
悪
用
し
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
を
毎
日
見
続
け
、
さ
ら
に
気
持
ち
が
沈
ん
だ
方
も
多

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

 

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
中
、
医
療
従
事
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
目
に
見
え
な
い
感
染
症
に
よ
る
不
安
が
招
い
た
他
者
へ
の
攻
撃
は
、
利
己
的
側
面
が
如
実

に
表
れ
た
悲
し
い
行
為
で
す
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
非
常
事
態
に
、
『
身
体
の
健
康
』
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
改
め
て
『
心
の
健
康
』
が
社
会
生
活
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
こ
と
か
を
意
識
さ
れ
た
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
は
古
来
よ
り
、
『
安
寧
』
を
神
々
へ
祈
る
麗
し
い
精
神
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
祈
り
は

行
動
と
結
び
つ
く
こ
と
で
は
じ
め
て
、
ご
加
護
を
戴
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

冷
静
に
統
計
か
ら
判
断
す
る
と
、
我
が
国
に
お
け
る
人
口
当
た
り
の
死
者
数
は
、
他
国
と
比
べ
て
と

て
も
低
く
世
界
的
に
は
感
染
拡
大
を
か
な
り
小
さ
く
押
さ
え
込
ん
で
い
る
の
は
間
違
い
有
り
ま
せ
ん
。

こ
の
要
因
（
フ
ァ
ク
タ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
政
治
判
断
、
高
度
な
医
療
体
制
、
日
本
人
の
精
神

性
や
衛
生
意
識
の
高
さ
、
あ
る
い
は
遺
伝
的
特
徴
な
ど
実
に
様
々
な
可
能
性
が
あ
り
、
専
門
家
の
間
で

検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
『
成
功
し
て
い
る
事
実
』
を
受
け
、
何
が
奏
功
し
た

の
か
、
科
学
的
な
検
証
を
も
っ
て
、
今
後
に
生
か
す
こ
と
が
肝
要
に
存
じ
ま
す
。

　

他
方
、
本
県
川
勝
知
事
は
、
全
国
知
事
会
で
、
「
防
衛
・
防
災
・
防
疫
」
が
国
防
の
三
本
柱
と
の
認

識
を
示
し
、
感
染
症
の
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
と
医
療
体
制
の
充
実
強
化
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
の
日
常
を
取
り
戻
す
に
は
こ
れ
し
か
な
い
、
と
思
い
敬
服
致
し
た
次
第
で
す
。

　

境
内
を
見
渡
す
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら
、
距
離
を

保
ち
つ
つ
、
ご
参
拝
さ
れ
て
い
る
皆
様
を
多
数
見
受
け
ま
す
。
ご
参
拝
の
折
は
、
お
時
間
の
許
す
限
り

ゆ
っ
く
り
と
ご
神
域
を
散
策
さ
れ
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
心
と
身
体
を
癒
や
し
て
戴
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

令
和
二
年
六
月
五
日

も
り
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責任役員の皆さまによる▲
玉串拝礼（令和2年4月18日）　

例祭　大神様へ神饌（しんせん）を▲
　供える神職（令和2年4月18日）　

今
、
改
め
て「
お
祭
り
」の

　
　
　
　
　
　
意
味
を
考
え
る

例例
祭祭
特特
集集

社
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
祭
祀
の
一

つ
で
、
最
も
重
い
斎
戒
を
経
て
、
年

に
一
度
執
り
行
い
ま
す
。
そ
の
神
社
や
ご
祭

神
に
と
っ
て
特
別
に
由
緒
あ
る
お
祭
り
で
、

俗
に
例
大
祭
と
も
称
さ
れ
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
ご
祭
神
大
己
貴
命
（
お
お
な

む
ち
の
み
こ
と
）
が
本
宮
山
に
鎮
ま
っ
た
と

さ
れ
る
吉
日
で
す
。

祭
り
と
い
う
と
、
デ
パ
ー
ト
の
お
客

様
感
謝
祭
や
、
文
化
施
設
な
ど
で
は
、

国
際
映
画
祭
、
芸
術
祭
、
あ
る
い
は
最
近
流

行
の
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
・
音
楽
フ
ェ

ス
な
ど
賑
わ
い
を
見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
的
な
意

味
合
い
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

神
社
に
お
い
て
も
お
祭
り
に
よ
っ
て
は
、

行
列
が
登
場
し
、
笛
や
太
鼓
の
調
べ
が
流
れ
、

屋
台
が
立
ち
並
ぶ
な
ど
の
賑
や
か
な
部
分
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
神
社
で
の
お
祭
り
の
本

当
の
意
味
は
、
そ
の
よ
う
な
賑
や
か
な
部
分

も
含
め
、
心
身
を
清
め
、
神
様
に
対
面
し
感

謝
の
真
心
を
捧
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

つ
り
の
語
源
は
、
神
様
の
お
力
に

従
い
奉
仕
す
る
「
ま
つ
ら
ふ
」
と

い
う
言
葉
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
ま
つ
り
」
と
い
う
言
葉
に
は

「
待
つ
」
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

太
古
の
昔
、
神
様
は
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
山
や
岩
そ
し
て
木
な
ど
に
宿

る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
神
様
が
現
れ
る

こ
と
を
「
待
ち
」
、
ご
神
威
に
服
す
る
こ
と

が
「
ま
つ
り
」
の
語
源
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

例
祭
と
は
ど
の
よ
う
な

　
　
　

お
祭
り
で
し
�
う
か

れ
い    

さ
い

神
社
に
お
け
る

﹁
お
祭
り
﹂
本
当
の
意
味
と
は

﹁
ま
つ
り
﹂
の
語
源

大
前
に
額
づ
き
捧
げ
る

　
　
　
　
〝
感
謝
〞と〝
祈
り
〞

さ
い
　 

し

さ
い
　
か
い

神お

ま
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本年の参列者は10分の1まで▲
縮小いたしました　

▲塩湯で神職・参列者などを
　祓い清めます

　
本
年
、
例
祭
の
約
一
ヶ
月
前
の
三
月
十
一

日
に
W
H
O
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
が
な
さ

れ
、
国
内
外
の
状
況
も
刻
々
と
変
化
す
る
中
、

四
月
七
日
に
日
本
政
府
に
よ
る
七
都
道
府
県

を
対
象
と
す
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
、
例

祭
斎
行
の
二
日
前
の
四
月
十
六
日
に
は
、
緊

急
事
態
宣
言
が
全
都
道
府
県
へ
と
拡
大
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
時
々
刻
々
と
局
面
が
変
わ
る
中
、

状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
感
染
症
予
防
対
策

を
徹
底
し
て
の
例
祭
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
末
社
塩
井
神
社
の
垢
離
祭
の
斎
行
を
致
し

ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
例
祭
を
斎
行
す
る

に
あ
た
り
、
神
職
・
舞
楽
人
が
身
を
清
め
る

為
の
塩
水
を
汲
む
お
祭
り
で
す
。
本
年
は
、

神
職
の
み
の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
十
六
日

　
　
　

垢
離
祭
の
斎
行

（木）

　
十
六
日
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
十
七

日
午
前
、
職
員
会
議
を
開
催
、
例
祭
期
間
中

の
祭
祀
、
渉
外
、
広
報
の
方
針
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
前
日
祭
は
、
午
前
十
時
斎
行
、
責
任
役
員

の
皆
さ
ま
ご
参
列
の
も
と
斎
行
い
た
し
ま
し

た
。

　
一
同
、
例
祭
が
恙
な
く
斎
行
さ
れ
る
よ
う

お
祈
り
を
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
十
七
日

　
　
　

前
日
祭
の
斎
行

（金）

　
例
祭
前
夜
の
参
籠
（
飲
食
や
行
為
を
慎
み
、

不
浄
を
避
け
て
心
身
を
清
浄
に
保
つ
こ
と
。

お
籠
も
り
。
）
に
お
い
て
も
斎
食
、
就
寝
場

所
を
含
む
接
触
機
会
を
減
ら
す
こ
と
を
徹
底

し
、
参
籠
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
十
七
日

　
　
　

神
職
参
籠
（金）

◀
垢
離
祭　

塩
井
よ
り
塩
水
を
い
た
だ
き
ま
す

▶
御
神
燈
・
雪
洞
の
献
灯（
４
月
19
日
）

例
祭
の
斎
行

大
神
様
へ
捧
げ
る
誠
の
心

ま
こ
と

さ
ん   

ろ
う

こ
お    

り     

さ
い
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本
年
の
例
祭
は
、
参
列
者
を
十
分

の
一
に
縮
小
し
、
責
任
役
員
の
皆
さ

ま
と
神
子
舞
の
奉
仕
者
の
皆
さ
ま
が

ご
参
列
の
も
と
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
四
月
十
九
日
の
神
幸
祭
の
取
り
や

め
を
決
定
し
た
際
、
奉
納
神
事
、
町

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
神
子
舞
」

も
中
止
と
致
し
ま
し
た
が
、
保
護
者
、

奉
仕
者
の
強
い
希
望
を
受
け
、
十
八

日
の
例
祭
当
日
に
変
更
し
て
の
奉
納

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
大
前
に
一

糸
乱
れ
ぬ
舞
が
厳
粛
に
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
静
岡
新
聞
、
中
日
新
聞

の
記
者
ら
が
取
材
に
訪
れ
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
奉
仕
者

は
「
気
持
ち
を
一
つ
に
舞
う
こ
と
が

で
き
、
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
」
と

清
々
し
い
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

大
神
様
も
さ
ぞ
お
慶
び
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　
冷
静
な
ご
判
断
の
も
と
、
奉
納
を

希
望
さ
れ
た
原
田
多
加
資
指
南
役
、

奉
仕
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
職
員
一
同
、
大
神
様
へ
日
々
の
感

謝
を
捧
げ
、
国
の
隆
昌
、
地
域
の
安

寧
そ
し
て
世
界
の
平
和
を
祈
念
す
る

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
、
感
染
症

の
終
息
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

四
月
十
八
日

　
　
　

例
祭
の
斎
行

（土）

◀
例
祭
斎
行
後　

宮
司
に
よ
る
挨
拶

◀
中
日
新
聞（
令
和
２
年
４
月
19
日
）

◀
静
岡
新
聞（
令
和
２
年
４
月
19
日
）

◀
中
日
新
聞
記
者
コ
ラ
ム
ハ
ー
フ
タ
イ
ム（
令
和
２
年
４
月
27
日
）

▲一糸乱れぬ美しい舞が奉奏されました
▲奉納後、記者のインタビューに
　答える子供たち

原
田
多
加
資

菅

沼

遥

弥

田
代
こ
は
る

木

下

芽

己

鈴

木

萊

杏

神
子
舞
奉
仕
者
御
芳
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

指
南
役

奉
仕
者

森町指定無形民俗文化財神子舞（巫女舞）
　当社の巫女舞（御神楽）は、天正18年
（1590）の「遠州小國一宮天宮神領之事」が
初見で、400余年の伝統を誇ります。
　延宝6年（1678）の「配当帳」に「御子　式
部・蔵人・靱負・斎」とあり、すでに近世初期
には4人の舞となっていたと記され、現在でも
その形は継承されています。
　現在の指南役、原田多加資様は伝統文化の継
承に尽力されています。
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清浄な灯りをご神前に
㈱
阿
部　
　
　
　

栃
木
県

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

大
石
糀
店　
　
　

森　

町

大
沼
建
設
㈱　
　

森　

町

岡
野
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
小
倉
商
店　
　

森　

町

春
日
屋
青
果
店　

袋
井
市

京
都
奉
製
㈱　
　

京
都
府

倉
見
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
さ
の
や
会
館
あ
し
か
び

　
　
　
　
　
　
　

袋
井
町

㈱
三
愛
工
芸　
　

茨
城
県

㈱
三
永　
　
　
　

森　

町

㈱
松
鶴　
　
　
　

袋
井
市

榛
葉
工
芸　
　
　

島
田
市

セ
コ
ム
㈱　

磐
田
支
社

　
　
　
　
　
　
　

磐
田
市

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

　
　

エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　

袋
井
市

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

㈱
長
谷
川
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県

常
陸
神
宝
㈱　
　

茨
城
県

㈱
丸
井
紙
店　
　

山
梨
県

み
ど
り
写
真
館　

森　

町

㈲
宮
﨑
モ
ー
タ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県

リ
リ
ー
フ
㈱　
　

森　

町

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

神
賑
わ
い
の
灯
り
雪
洞
献
燈

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

こ
と
ま
ち
夢
小
径

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築

か
ん
な
び

あ
さ
ひ
な
㈱

㈱
久
米
吉

㈱
伸
孝

㈲
太
田
茶
店

㈱
ダ
イ
ゴ

保
食
や

㈲
朝
比
奈
造
園

青
木
恒
産

㈱
鈴
木
建
装

胡
祉
斎

㈲
西
尾
工
務
店

㈱
鳶
の
友
誠

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

三
木
の
里

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱

　
　
　
　
　
　

森
町
工
場

松
田
歯
科
医
院

㈱
太
雄
工
業

㈲
ア
マ
ノ

西
村
医
院

㈲
大
井
製
作
所

ぴ
あ
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ー
中
川

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド

金
山
化
成
㈱

　
　
　
　

シ
ズ
オ
カ
工
場

烏
骨
鶏
苑

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

大
同
D
M
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

㈱
山
本
環
境
整
備

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

松
浦
製
茶
㈱

㈱
菓
匠 

あ
さ
お
か

㈱
八
幡
屋
茶
舗

野
口
園

亀
山
鋹
男

㈲
富
士
鉄
工

小
國
神
社
氏
子
青
年
会

松
ヶ
谷
診
療
所

小
國
神
社
敬
神
婦
人
会

㈱
ツ
カ
モ
ト

遠
州
み
も
ろ
焼

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木

神
宏
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
㈱

浜
松
ロ
ー
ル
製
作

旭
自
動
車

㈱
デ
イ
ト
ナ

㈲
北
島
電
気
工
業

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
遠
中
サ
ー
ビ
ス

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

㈲
今
泉
土
木

か
ね
と
よ
㈱

加
藤
修
・
孝
尚
事
務
所

田
中
屋
酒
店

カ
ル
ト
㈱

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松

㈱
ア
イ
ム
フ
ァ
イ
ン

㈱
や
ま
ひ
ろ
関
東
工
場

㈲
エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ

長
谷
川
建
具
店

中
井
商
事
㈱
森
工
場

I
T
A
M
A
E 

遊
穂

㈱
一
宮

マ
ル
ミ
塗
装

暁
雲
窯

木
創
工
房　

森
童

鈴
木
土
建
㈱

清
水
商
店

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　

タ
カ
ヤ
ナ
ギ

真
田
の
森

高
柳
米
穀
店

cafe

も
り
ま
ち

㈲
遠
州
ボ
デ
ー

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ

髙
木
建
築

さ
く
ら
水
道

㈲
萩
原
造
園

㈲
渡
辺
防
水
工
事

㈲
タ
カ
ギ
商
会

㈲
す
ず
き
工
業

鈴
伍
酒
店

遠
州
中
央
農
協

　
　
　
　
　
　

園
田
支
店

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ

㈱
関
東
甲
信
ク
ボ
タ

　
　
　
　

遠
州
森
営
業
所

森
の
び
よ
う
し
つ

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室

㈲
多
米
建
設

美
容
室
た
け
し
の
店

一
ノ
宮
郵
便
局

㈲
栄
産
業

入
鹿
ハ
ム

㈲
金
原
石
油

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

㈱
家
本
工
務
店

乗
松
刃
物

建
機
工
業
㈱

楽
酒
処 

駿

鈴
木
美
容
院

工
房
Ｈ
Ａ
Ｌ

な
か
ね
美
容
室

㈲
共
栄
土
建

東
京
理
容

㈱
日
本
温
装
工
業

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　

パ
ス
ト
ラ
ー
レ

㈱
袴
田
製
作
所

　
　
　
　
　

森
町
工
場

豊
一
商
店

百
々
や

㈲
石
田
茶
店

栗
田
商
店

㈲
鈴
木
次
郎
商
店

日
本
工
機
㈱

清大
前
を
照
ら
す
御
神
燈
献
燈

　

本
年
の
例
祭
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
よ
り
、
御
神
燈
と
雪
洞
を
献
燈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

灯
り
に
は
元
来
「
火
」
が
つ
き
も
の
で
「
火
」
は
清

め
祓
い
に
用
い
る
清
浄
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
私
た
ち
の
祖
先
は
「
火
」
そ
の
も
の
が
諸
霊
を

呼
び
込
む
も
の
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

大
前
に
灯
り
を
お
供
え
す
る
こ
と
は
、
照
明
と
し
て

の
意
味
と
、
ご
神
域
を
清
浄
に
整
え
る
二
つ
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
改
め
ま
し
て
御
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

浄
な
灯
り
を
ご
神
前
に

ご　
　

し
ん　

 

と
う



8

　
四
月
十
七
日
㈮
午
後
二
時
よ
り
、
ご
奉

納
い
た
だ
い
た
和
歌
を
ご
神
前
に
お
供
え

し
、
献
詠
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
の
兼
題
は
、
「
令
和
」
と
「
空
」

で
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
さ
ま
よ
り
作
品
を

募
り
ま
し
た
。

　
和
歌
は
、
神
代
か
ら
伝
わ
る
文
化
と
し

て
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
最
古

の
和
歌
は
、
古
事
記
に
も
記
述
が
あ
り
、

須
佐
之
男
命
が
櫛
名
田
比
賣
の
為
に
新
し

い
宮
殿
を
建
て
た
と
き
に
詠
ま
れ
た
歌
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
な
い
文
字
数
に
込
め
る
気
持
ち
は
言

葉
に
魂
が
宿
る
と
さ
れ
る
我
が
国
の
言
霊

信
仰
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
目
出
度
く
一
〇
〇
歳
の
節
目

を
迎
え
た
氏
子
崇
敬
者
や
広
島
の
地
か
ら

も
献
歌
が
あ
り
、
世
代
を
超
え
て
心
に
響

き
合
う
和
歌
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
作

品
と
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◀
澄
み
渡
る
小
國
ブ
ル
ー
の
空

　

天
皇
陛
下
の
ご
即
位
を
祝
し
、
令
和
元
年
５
月
１
日
午
前
０
時
よ
り

◀
当
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
で
掲
載
し
ま
し
た
（
杭
迫
柏
樹 

揮
毫
）

献
詠
祭
の
斎
行

曇り無き心で詠む和歌をご神前に

幾
山
河
あ
え
ぎ
つ
越
え
し
日
も
あ
り
き

　
令
和
の
御
代
の
澄
み
し
大
空
　

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
川
嶋
　
ひ
で

踏
み
だ
し
た
澄
ゆ
く
令
和
新
元
号

　
理
想
の
花
を
絆
で
咲
か
そ
う

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
加
藤
あ
や
子

花
の
舞
ふ
令
和
の
杜
に
額
づ
き
て

　
人
の
世
の
幸
祈
り
鐘
打
つ

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
小
池
ま
さ
子

青
空
も
空
気
も
青
し
花
開
く

 

　
令
和
二
年
も
す
こ
や
か
な
れ
と

　
　
　
　
　
　
広
島
市
　
　
河
野
　
久
子

深
呼
吸
も
ろ
も
ろ
一
気
に
吹
き
と
ば
せ

　
令
和
薫
風
さ
は
や
か
に
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
菊
川
市
　
　
牧
野
百
里
子

兼  

題
「
令
和
」
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令
和
二
年
四
月
一
日
に
、
総
代
就
任
奉
告
祭
が
行
わ
れ

引
き
続
き
総
代
会
に
て
責
任
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

青
き
風
目
覚
め
の
季
節
と
優
し
げ
に

　
桜
伸
び
す
る
日
本
の
朝
に

　
　
　
　
　
　
浜
松
市
　
　
宮
本
　
幸
子

空
高
く
上
る
大
凧
遠
く
見
ゆ

　
初
の
男
の
子
よ
す
こ
や
か
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
川
嶋
　
ひ
で

見
あ
ぐ
れ
ば
無
限
に
広
ご
る
碧
き
空

　
綿
雲
静
か
に
天
空
流
る

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
加
藤
あ
や
子

遙
か
な
る
空
の
果
て
ま
で
青
き
空

　
寄
り
添
う
白
雲
見
る
な
雲
海

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
加
藤
あ
や
子

仰
ぎ
見
る
青
空
清
し
昼
さ
が
り

　
白
雲
重
な
り
美
し
き
雲
海

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
加
藤
あ
や
子

空
高
く
万
葉
の
さ
く
ら
競
い
咲
く

　
小
國
の
杜
は
尊
か
り
け
る

　
　
　
　
　
　
森
　
町
　
　
小
池
ま
さ
子

神
武
天
皇
御
腰
石
あ
り
安
芸
の
国

　
見
上
ぐ
る
空
青
し
今
日
も
好
日

　
　
　
　
　
　
広
島
市
　
　
河
野
　
久
子

山
菜
を
摘
み
て
見
上
ぐ
る
空
青
く

　
み
な
ぎ
る
力
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
く

　
　
　
　
　
　
広
島
市
　
　
河
野
　
久
子

九
十
路
過
ぎ
伸
ば
す
背
筋
や
春
う
ら
ら

　
つ
く
し
探
し
の
青
空
ま
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
広
島
市
　
　
河
野
　
久
子

大
空
は
夢
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
び
や
か
に

　
龍
を
か
い
た
り
虹
を
か
い
た
り

　
　
　
　
　
　
菊
川
市
　
　
牧
野
百
里
子

建
国
を
祝
ふ
日
の
丸
見
上
ぐ
れ
ば

　
小
国
ブ
ル
ー
の
空
日
本
晴
れ

　
　
　
　
　
　
菊
川
市
　
　
牧
野
百
里
子

子
育
て
も
大
学
入
り
で
ひ
と
く
ぎ
り

　
空
の
妻
へ
と
ほ
ほ
え
み
送
る

　
　
　
　
　
森
町
　
こ
う
ぼ
く
こ
う
ね
ん

兼  

題
「
空
」

新
責
任
役
員
・
新
総
代 

　
　
　
　
　
　
就
任
の
ご
報
告

新
た
な
体
制
の
も
と
、
神
社
の
護
持
と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

総
　
　
代

責
任
役
員
　
亀
山
　
鋹
男

責
任
役
員
　
小
澤
　
芳
巳

責
任
役
員
　
松
井
　
宏
悦

責
任
役
員
　
村
松
　
藤
雄

責
任
役
員
　
大
塲
　
孝
侚

責
任
役
員
　
鈴
木
　
　
晃

宮
代
西
　
　
宮
谷
　
宗
良

宮
代
西
　
　
藤
塚
　
英
一

宮
代
東
　
　
松
尾
　
正
樹

宮
代
東
　
　
内
山
　
博
文

谷
　
崎
　
　
岡
本
　
光
市

谷
　
崎
　
　
中
村
　
康
夫

片
　
瀬
　
　
村
松
　
国
夫

片
　
瀬
　
　
大
野
　
俊
明

大
久
保
　
　
天
野
　
智
行

大
久
保
　
　
山
崎
　
通
夫

米
　
倉
　
　
亀
山
　
鋹
男

米
　
倉
　
　
山
本
　
宜
正

赤
　
根
　
　
藤
田
　
昌
宏

赤
　
根
　
　
近
藤
　
光
彦

　
橘
　
　
　
山
田
　
　
孝

草
ヶ
谷
　
　
小
澤
　
芳
巳

草
ヶ
谷
　
　
大
場
　
満
明

円
　
田
　
　
岡
野
　
　
豊

円
　
田
　
　
田
中
　
秀
司

円
　
田
　
　
鈴
木
　
和
則

谷
　
中
　
　
村
松
　
瑞
香

谷
　
中
　
　
西
尾
　
貞
雄

中
川
上
　
　
村
松
　
幸
範

中
川
上
　
　
伊
藤
　
光
男

中
川
下
　
　
村
松
　
藤
雄

中
川
下
　
　
村
松
三
喜
男

牛
　
飼
　
　
大
場
　
敏
孝

牛
　
飼
　
　
三
沢
　
義
夫

責
任
役
員
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特別寄稿

～100年の伝統とだし文化の普及～

▲海を越えてだし文化を伝える

◀
だ
し
の
学
校

　

こ
の
度
は
、
有
り
難
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

お
声
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

有
り
難
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
の
食

文
化
を
見
つ
め
直
し
、
本
当
の
意
味
で
美
味

し
い
も
の
を
い
た
だ
き
健
康
に
な
ろ
う
！
と

の
思
い
か
ら
日
々
、
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
明
治
三
十
九
年
に
静
岡
県
庵
原

郡
岩
渕
村
（
現
：
富
士
市
）
で
現
在
代
表
取

締
役
社
長
の
西
尾
公
伸
の
祖
父
で
あ
る
西
尾

栄
太
郎
が
創
業
し
、
今
年
で
一
一
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
大
正
七
年
、
お
よ
そ
一
〇
〇

年
前
に
岡
山
県
で
製
造
さ
れ
た
削
節
製
造
機

を
初
代
栄
太
郎
が
導
入
し
た
こ
と
が
静
岡
県

の
削
節
産
業
の
先
駆
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蒲
原
は
平
成
十
八
年
三
月
に
静
岡
市
へ
編

入
合
併
し
清
水
区
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。

当
地
は
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
東
海
道

五
十
三
次
に
あ
る
第
十
五
番
目
の
宿
場
町
で
、

現
在
は
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
や
在
来
線
、
東
名
高
速

道
路
、
国
道
一
号
線
が
通
る
東
西
交
通
の
要

衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
部
に
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景

に
船
曳
網
漁
業
に
よ
る
シ
ラ
ス
や
サ
ク
ラ
エ

ビ
、
定
置
網
で
漁
獲
さ
れ
る
イ
カ
、
ア
ジ
、

サ
バ
等
や
延
縄
漁
等
に
よ
り
海
底
に
棲
む
ヒ

ラ
メ
、
イ
セ
エ
ビ
、
キ
ン
メ
、
ム
ツ
等
が
漁

獲
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
海
の
幸

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
産
加
工
業

が
盛
ん
で
、
現
在
十
数
店
舗
と
な
っ
た
削
節

製
造
加
工
業
社
も
最
盛
期
に
は
約
六
十
店
舗

ほ
ど
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
弊
社
の
主
な
取
引
先
は
現
在

も
、
飲
食
店
、
小
売
店
の
皆
様
で
す
。
実
は
、

今
か
ら
三
十
年
程
前
に
一
つ
の
転
機
が
訪
れ

ま
し
た
。
当
時
、
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
が
進
出

し
始
め
た
頃
、
町
の
そ
ば
店
な
ど
の
飲
食
店

は
ま
だ
、
不
景
気
と
は
程
遠
く
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
を
見
据
え
た
代
表
の

西
尾
公
伸
は
、
厳
選
し
た
こ
だ
わ
り
原
料
の

仕
入
れ
に
切
り
替
え
、
切
削

技
術
を
さ
ら
に
磨
き
、
大
手

会
社
と
の
価
格
競
争
と
は
一

線
を
画
し
、
品
質
に
重
点
を

置
く
こ
と
で
、
町
の
飲
食
店

が
大
手
会
社
に
も
勝
て
る
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
と

大
き
く
業
務
転
換
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
弊
社
の

ブ
ラ
ン
ド
が
今
に
繋
が
る
評

価
を
頂
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
三
十
年
、
そ
れ
ら
の
業
務
転
換
が
功

を
奏
し
小
売
部
門
で
は
、
名
誉
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
二
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

第
六
十
四
回
全
国
水
産
加
工
た
べ
も
の
展
に

お
い
て
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を

「
い
わ
し
削
節
」
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
十
月
、
第
五
十
七
回
農
林
水

産
祭
に
て
「
天
皇
杯
」

を
拝
受
す
る
栄
誉
に
浴

し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

一
年
間
に
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
中
か

ら
選
出
さ
れ
、
農
林
水

産
七
部
門
に
お
い
て
各

部
門
一
つ
の
み
に
与
え

ら
れ
る
正
真
正
銘
の
国

内
最
高
賞
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

受
賞
の
理
由
は
、
初

代
西
尾
栄
太
郎
に
よ
っ

て
静
岡
に
伝
え
ら
れ
た

「
い
わ
し
削
節
」
を
四

代
に
亘
り
、
継
承
し
、

庶
民
の
味
と
し
て
愛
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
だ
し
離
れ
と
囁
か

れ
る
現
代
に
、
だ
し
文

化
の
普
及
を
目
的
と
し

て
『
だ
し
の
学
校
』
を

開
校
し
た
事
に
よ
る
も

老舗が守り伝える
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プロフィール
㈲西尾商店　専務取締役

▲最高賞「天皇杯」受賞
　～元祖蒲原いわし削り～

◀
授
賞
式
　
西
尾
専
務
ご
夫
妻

　

こ
の
度
は
、
有
り
難
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

お
声
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

有
り
難
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
の
食

文
化
を
見
つ
め
直
し
、
本
当
の
意
味
で
美
味

し
い
も
の
を
い
た
だ
き
健
康
に
な
ろ
う
！
と

の
思
い
か
ら
日
々
、
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
明
治
三
十
九
年
に
静
岡
県
庵
原

郡
岩
渕
村
（
現
：
富
士
市
）
で
現
在
代
表
取

締
役
社
長
の
西
尾
公
伸
の
祖
父
で
あ
る
西
尾

栄
太
郎
が
創
業
し
、
今
年
で
一
一
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
大
正
七
年
、
お
よ
そ
一
〇
〇

年
前
に
岡
山
県
で
製
造
さ
れ
た
削
節
製
造
機

を
初
代
栄
太
郎
が
導
入
し
た
こ
と
が
静
岡
県

の
削
節
産
業
の
先
駆
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蒲
原
は
平
成
十
八
年
三
月
に
静
岡
市
へ
編

入
合
併
し
清
水
区
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。

当
地
は
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
東
海
道

五
十
三
次
に
あ
る
第
十
五
番
目
の
宿
場
町
で
、

現
在
は
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
や
在
来
線
、
東
名
高
速

道
路
、
国
道
一
号
線
が
通
る
東
西
交
通
の
要

衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
部
に
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景

に
船
曳
網
漁
業
に
よ
る
シ
ラ
ス
や
サ
ク
ラ
エ

ビ
、
定
置
網
で
漁
獲
さ
れ
る
イ
カ
、
ア
ジ
、

サ
バ
等
や
延
縄
漁
等
に
よ
り
海
底
に
棲
む
ヒ

ラ
メ
、
イ
セ
エ
ビ
、
キ
ン
メ
、
ム
ツ
等
が
漁

獲
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
海
の
幸

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
産
加
工
業

が
盛
ん
で
、
現
在
十
数
店
舗
と
な
っ
た
削
節

製
造
加
工
業
社
も
最
盛
期
に
は
約
六
十
店
舗

ほ
ど
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
弊
社
の
主
な
取
引
先
は
現
在

も
、
飲
食
店
、
小
売
店
の
皆
様
で
す
。
実
は
、

今
か
ら
三
十
年
程
前
に
一
つ
の
転
機
が
訪
れ

ま
し
た
。
当
時
、
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
が
進
出

し
始
め
た
頃
、
町
の
そ
ば
店
な
ど
の
飲
食
店

は
ま
だ
、
不
景
気
と
は
程
遠
く
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
を
見
据
え
た
代
表
の

西
尾
公
伸
は
、
厳
選
し
た
こ
だ
わ
り
原
料
の

仕
入
れ
に
切
り
替
え
、
切
削

技
術
を
さ
ら
に
磨
き
、
大
手

会
社
と
の
価
格
競
争
と
は
一

線
を
画
し
、
品
質
に
重
点
を

置
く
こ
と
で
、
町
の
飲
食
店

が
大
手
会
社
に
も
勝
て
る
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
と

大
き
く
業
務
転
換
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
弊
社
の

ブ
ラ
ン
ド
が
今
に
繋
が
る
評

価
を
頂
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
三
十
年
、
そ
れ
ら
の
業
務
転
換
が
功

を
奏
し
小
売
部
門
で
は
、
名
誉
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
二
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

第
六
十
四
回
全
国
水
産
加
工
た
べ
も
の
展
に

お
い
て
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を

「
い
わ
し
削
節
」
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
十
月
、
第
五
十
七
回
農
林
水

産
祭
に
て
「
天
皇
杯
」

を
拝
受
す
る
栄
誉
に
浴

し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

一
年
間
に
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
中
か

ら
選
出
さ
れ
、
農
林
水

産
七
部
門
に
お
い
て
各

部
門
一
つ
の
み
に
与
え

ら
れ
る
正
真
正
銘
の
国

内
最
高
賞
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

受
賞
の
理
由
は
、
初

代
西
尾
栄
太
郎
に
よ
っ

て
静
岡
に
伝
え
ら
れ
た

「
い
わ
し
削
節
」
を
四

代
に
亘
り
、
継
承
し
、

庶
民
の
味
と
し
て
愛
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
だ
し
離
れ
と
囁
か

れ
る
現
代
に
、
だ
し
文

化
の
普
及
を
目
的
と
し

て
『
だ
し
の
学
校
』
を

開
校
し
た
事
に
よ
る
も

の
と
伺
い
ま
し
た
。

　

同
年
十
一
月
二
十
三
日
に
明
治
神
宮
会
館

に
て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
吉
川
農
林
水
産

大
臣
よ
り
杯
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

長
谷
水
産
庁
長
官
と
水
産
業
の
現
状
に
つ
い

て
対
談
す
る
貴
重
な
時
間
を
頂
き
ま
し
た
。

　

翌
年
、
一
月
十
八
日
に
は
、
恐
れ
多
く
も

天
皇
皇
后
両
陛
下
（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛

下
）
へ
の
ご
拝
謁
の
誉
れ
に
浴
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
か
ら
専
用
バ
ス

に
乗
車
し
、
皇
居
内
を
ご
案
内
し
て
頂
き
ま

し
た
。
一
般
参
観
で
は
立
ち
入
る
こ
と
の
出

来
な
い
、
紅
葉
山
に
登
り
、
御
養
蚕
所
や
桑

の
葉
畑
さ
ら
に
は
、
陛
下
が
お
田
植
え
を
な

さ
る
水
田
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
拝
謁
は
、
一
般
参
賀
が
行
わ
れ
る
長
和
殿

の
北
車
寄
か
ら
参
内
し
、
北
留
（
玄
関
ホ
ー

ル
）
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
部
門

受
賞
者
七
社
（
団
体
）
の
中
で
、
水
産
部
門

受
賞
者
で
あ
る
弊
社
が
最
初
に
業
績
報
告
を

す
る
と
の
事
で
し
た
。

　

両
陛
下
と
の
距
離
は
わ
ず
か
数
十
㎝
、
吐

息
も
体
温
も
伝
わ
る
よ
う
な
空
間
を
肌
で
感

じ
、
極
度
の
緊
張
の
中
で
し
た
が
、
最
も
印

象
深
か
っ
た
こ
と
は
、
両
陛
下
の
お
優
し
い

お
言
葉
と
包
ま
れ
る
様
な
暖
か
さ
で
し
た
。

両
陛
下
が
目
の
前
に
お
ら
れ
た
感
動
と
感
激

は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
日
本
の
食
文
化
の
源
で
も
あ
る

「
だ
し
の
伝
統
」
は
、
長
き
に
亘
り
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ
し
は
世

界
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
も
の
の
、
一
般
消

費
者
の
間
で
は
料
理
の
基
本
と
し
て
の
認
識

が
希
薄
な
こ
と
が
実
情
で
す
。
手
間
が
か
か

る
だ
し
取
り
を
補
う
た
め
に
、
だ
し
の
代
替

品
で
あ
る
便
利
な
調
味
料
が
普
及
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
「
本
物
」
を
知
る
機
会
の

喪
失
は
、
食
文
化
を
伝
承
し
て
い
く
上
で
も
、

重
大
な
支
障
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
だ
し
の
学
校
」
を
開
校
し
、
改

め
て
、
だ
し
の
良
さ
、
効
果
に
触
れ
て
頂
き
、

食
文
化
を
見
直
し
て
本
当
の
意
味
で
、
「
美

味
し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
健
康
に
な
ろ

う
！
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平

成
二
十
八
年
の
開
校
か
ら
四
四
〇
名
を
超
え

る
受
講
者
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
様
々
な
ご
縁
に
よ
り
、
遠
江

国
一
宮
小
國
神
社
様
に
弊
社
の
「
い
わ
し
削

節
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
、

小
國
神
社
の
門
前
「
こ
と
ま
ち
夢
小
径
」
に
、

「
い
わ
し
削
節
」
を
始
め
、
こ
だ
わ
り
の
削

節
を
販
売
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

海
は
山
か
ら
流
れ
る
川
の
恵
み
を
受
け
、

豊
か
な
海
が
育
ま
れ
ま
す
。
山
の
幸
が
溢
れ

る
森
町
の
地
に
蒲
原
の
豊
か
な
海
の
幸
を

お
届
け
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
く
、
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

小
國
神
社
へ
の
ご
参
拝
の
後
に
は
、
山
の

幸
と
と
も
に
、
自
然
の
恵
み
を
頂
い
て
出
来

上
が
っ
た
蒲
原
の
海
の
幸
も
是
非
、
ご
賞
味

下
さ
い
。

　

現
在
、
西
尾
商
店
は
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
を
進
め
な
が
ら
、
だ
し
の
多
様
性
に
つ
い

て
、
産
学
共
同
研
究
に
も
積
極
的
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
地
元
特
産
品
で
あ
る
『
い
わ
し

削
節
』
を
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ
と
広
め
て

い
く
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
、
こ
だ
わ
り
の
厳
選
原
料

を
高
い
切
削
技
術
で
製
造
し
、
既
存
の
お
客

様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新

し
い
お
客
様
の
開
拓
そ
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
和
食
」
の
基

本
で
あ
る
「
だ
し
文
化
」
の
継
承
活
動
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
舗
が
守
る
歴
史
と
、
削
節
業
界
を
牽
引

し
て
い
く
新
し
い
歴
史
を
生
み
出
し
、
業
界

の
発
展
を
支
え
て
行
く
と
と
も
に
「
本
物
」

を
伝
え
る
伝
道
師
と
し
て
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公式ウェブサイト

庵原郡蒲原町（現清水区蒲原）に昭和49年5月に
工務店を営む父勝美、母正子の次男として生を受ける。
幼少より父の背中を見て育ち、将来は兄と工務店を継ぐべく、都内
のゼネコンへ就職、大規模建物を中心に施工管理を行う。
当時、交際していた西尾商店代表取締役 西尾公伸の長女との結婚を
機に商品の製造、販売、企画、営業に従事するとともに、だし文化
普及を目的とした『だしの学校』を平成28年に開校する。
平成30年には、『いわし削節』農林水産大臣賞受賞、同年10月に
『いわし削節』が国内最高賞である農林水産祭『天皇杯』拝受。
現在、㈲西尾商店専務取締役
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新職員のご紹介

神  

明  

奉  

仕
〜
明
き
清
き
誠
の
心
〜

巫
　  

女

　
日
々
、
沢
山
の
祭
典
や
神
事
を
ご
奉
仕
す
る
中
、
新

し
い
事
柄
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
神
社
と
い
う
神
聖
な
場
所
で
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
先
ず
は
、
お
作
法
を
し
っ
か
り
と
学

ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
、
日
々
の
社
務
を
覚
え
、
祭
祀
舞
に
習

熟
し
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
清
々
し
く
お
詣
り
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
一
生
懸
命
ご
奉
仕
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
変
わ
ら
な
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

鈴 

木 

琴 

葉

巫
　  

女

　
小
國
神
社
に
、
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
く
も

二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
環
境
も
変
わ
り
、
学
生
時
代
と
は
全
く
違
う
生
活
の

中
で
毎
日
が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
神
社
で
は
、
先
ず
、
お
作
法
や
言
葉
遣
い
を
美
し
く

す
る
た
め
、
気
を
遣
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
改
め

て
、
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
祭
祀
舞
を
始
め
覚
え
る
こ
と
が
と
て
も
多
く
、
戸
惑

う
こ
と
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
日
に
も
早
く
社
務

に
習
熟
し
、
ご
参
拝
の
皆
様
を
明
る
く
お
迎
え
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

渡
邊
つ
か
さ

巫
　  

女

　
小
國
神
社
に
は
、
一
四
〇
〇
年
以
上
の
永
き
に
亘
り
、

守
り
伝
え
て
き
た
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴

史
を
思
う
と
背
筋
が
伸
び
る
思
い
で
す
。

　
神
社
で
の
ご
奉
仕
は
、
毎
日
が
新
し
い
こ
と
の
連
続

で
す
。
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
を

見
習
い
一
日
も
早
く
社
務
や
お
作
法
そ
し
て
、
祭
祀
舞

を
身
に
つ
け
た
い
で
す
。

　
参
拝
者
の
皆
様
に
気
持
ち
よ
く
お
参
り
し
て
頂
け
る

よ
う
に
一
生
懸
命
ご
奉
仕
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平 

出 

菫 

子
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々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら

生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が

繰
り
返
し
行
な
わ
れ
、

私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら

生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が

繰
り
返
し
行
な
わ
れ
、

私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら

生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が

繰
り
返
し
行
な
わ
れ
、

私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神



14

　

今
も
な
お
、
全
世
界
が
中
国
武
漢
市
発
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
様
々
な
影
響
と

戦
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

致
協
力
し
て
困
難
を
乗
り
越
え
て
明
る
い
未

来
に
辿
り
着
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
類
の
歴
史
は
、
疫
病
や
天
災
と
の
戦
い

の
歴
史
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

様
々
な
危
機
が
あ
り
、
全
国
津
々
浦
々
の
神

社
は
未
曾
有
の
危
機
に
あ
っ
て
も
『
祈
り
の

場
』
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
國
神
社
に
は
、
稲
の
無
事
の
収

穫
を
祈
る
祭
祀
を
始
め
、
日
々
の
平
安
を
願

い
、
疫
病
鎮
静
や
災
い
を
除
け
る
お
祭
り
や

神
事
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
災
い
除
け
・
疫
病
鎮
静
の
信

仰
が
古
く
か
ら
息
づ
き
、
恒
例
祭
典
と
し
て

は
、
一
月
に
御
弓
始
祭
、
厄
除
大
祭
、
二
月

に
は
節
分
祭
、
十
一
月
に
は
疫
神
齋
、
そ
し

て
、
六
月
と
十
二
月
に
は
夏
越
大
祓
式
、
師

走
大
祓
式
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
来
よ
り
神
社
に
は
厄
災

か
ら
国
と
人
々
を
守
る
た
め
に
祈
り
続
け
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
六
月
と
十
二
月
に
行
う

『
大
祓
式
』
と
『
大
祓
詞
』
に
ス
ポ
ッ
ト
当

て
、
そ
の
心
と
歴
史
に
触
れ
て
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

大
祓
は
、
古
代
か
ら
毎
年
六
月
の
晦
日
と
十
二
月
の
大
晦
日

に
、
半
年
の
罪
（
つ
み
）
や
穢
れ
（
け
が
れ
）
を
祓
い
除
く
儀

式
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
現
在
も
宮
中
を
始
め
全
国

の
神
社
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
は
、
都
の
朱
雀
門
と
い
う
大
内
裏
正
門
の
前
に
、
親

王
・
諸
王
以
下
百
官
の
男
女
、
ま
た
そ
の
周
辺
の
里
人
な
ど
が

集
ま
り
、
中
臣
氏
に
よ
っ
て
「
大
祓
詞
」
が
読
ま
れ
、
卜
部
氏

に
よ
っ
て
罪
・
穢
れ
が
祓
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
読
ま
れ
た

「
大
祓
詞
」
は
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
延
喜
式
」
巻
第
八

に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
日
神
社
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
大
祓
詞
」
は
、
そ
の
「
延

喜
式
」
祝
詞
を
一
部
省
略
し
、
読
み
方
も
少
し
改
め
た
も
の
が

奏
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏越大祓式　毎年多くの皆さまがご参列になります▲▲師走大祓式　祓物を執りて裂く

夏越大祓式　
無病息災を祈る茅の輪くぐり神事（6月30日）▼

▼師走大祓式　大祓詞を宣る（12月31日）

日
本
を
心
安
ら
か
な
国
へ

　
　
　
　
　
　
導
く
古
の
祝
詞

い
に
し
え

の
り
と

祓い・清めの伝統 “大祓” に学ぶ集特
おおはらえ

 

「
大
祓
」
大
祓
と
は
ど
の
よ
う
な
儀
式
で
し
ょ
う
か

　

漠
然
と
「
お
祓
い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
多
く
の
皆
さ

ん
は
「
何
か
わ
る
い
も
の
を
取
り
除
く
」
と
い
う
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
「
祓
」
と
は

罪
や
穢
れ
を
取
り
去
っ
て
清
浄
に
導
く
こ
と
で
す
。

　

そ
の
一
番
の
目
的
は
、
生
ま
れ
出
た
と
き
の
様
な
清
ら
か
な

本
性
を
顕
す
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
神
さ
ま
か
ら
授
け
ら
れ
た

本
来
の
姿
に
帰
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
清
浄
を
尊
ぶ
神
道
で
は
、
様
々
な
祭
り
や
神
事

あ
る
い
は
ご
祈
祷
な
ど
の
前
に
は
必
ず
「
修
祓
」
と
言
わ
れ
る

お
祓
い
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
神
職
や
神
具
そ
し
て
、
参
列
者
な
ど
を
清
浄
に
導

く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
神
事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
祓
式
の

前
に
も
お
こ
な
い
、
清
浄
に
清
浄
を
重
ね
て
儀
式
に
臨
み
ま
す
。

「
祓
え
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

お    

ゆ
み  

は
じ
め  

さ
い

や
く   

よ
け   

た
い    

さ
い

さ
い    

し

な    

ご
し   

お
お  

は
ら
え  

し
き

わ
す   

お
お  

は
ら
え  

し
き

え
き   

じ
ん    

さ
い

さ
い  

こ
う

お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

し
ゅ
ば
つ え

ん     

ぎ     

し
き

罪
や
穢
れ
を
取
り
去
り
清
浄
へ
と
導
く

宮
中
行
事
か
ら
民
間
へ

つ
み

け
が

し
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▲大祓詞（口語訳）　ひとりの神さまではなく、沢山の神さまの協力により罪や穢れが浄化されていく様子がまるで、　　　　　　　　　『美しい詩』のように格調高い文調で書かれています。

　
罪
の
観
念
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
し
ま
す
が
、
恐
怖
を
抱
か

せ
る
反
社
会
的
行
為
・
疫
病
・
災
禍
な
ど
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
罪
」
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か

　
「
穢
れ
」
の
解
釈
は
時
代
と
共
に
そ
の
捉
え
方
が
拡
大
し
、

細
分
化
さ
れ
ま
す
が
、
自
然
発
生
的
な
現
象
に
よ
り
、
物
事
の

清
浄
、
心
の
静
謐
を
乱
す
も
の
を
指
し
ま
す
。

「
穢
れ
」
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か▲寛政７年（１７９５）に出版された延喜式巻第八（神祇・祝詞）の写本

　中段より大祓詞が記されています。　出典：国立国会図書館デジタルコレクション

　
で
は
次
に
、
「
罪
」
と
「
穢
れ
」
の
概
念
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
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古
く
は
「
中
臣
祓
詞
（
な
か
と
み
の
は
ら
え
こ

と
ば
）
」
と
し
て
、
奈
良
時
代
以
前
か
ら
存
在
し

た
と
も
い
わ
れ
、
一
、
二
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
と
て
も
古
い
祝
詞
で
す
。

　

平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
延
喜
式
の
中
に
も
、

長
文
の
祝
詞
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
大
祓
詞
が
一

番
長
く
、
現
在
、
小
國
神
社
で
奏
上
さ
れ
て
い
る

大
祓
詞
も
最
も
長
い
祝
詞
の
一
つ
で
す
。

　

祝
詞
の
中
の
祝
詞
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
完
成
度

の
高
い
文
体
で
、
文
学
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
恒
例
の
大
祓
式
以
外
に
も
様
々

な
お
祓
い
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
万
能
祈
願

祝
詞
」
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
祓
詞
は
次
に
お
示
し
す
る
四
つ
の
場
面
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

祝
詞
の
中
の
祝
詞
〝
大
祓
詞
〞

「
言
霊（
こ
と
だ
ま
）」に
込
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　「
祓
い
」と「
清
め
」

　

大
祓
詞
の
冒
頭
は
、
高
天
原
（
天
上
界
）
に

鎮
ま
る
神
漏
岐
命
（
カ
ム
ロ
キ
ノ
ミ
コ
ト
）
、

神
漏
美
命
（
カ
ム
ロ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
八
百
万

の
神
々
が
会
議
を
重
ね
ら
れ
た
後
、
皇
御
孫
命

（
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
）
へ
豊
葦
原
水
穗
国

（
日
本
の
美
称
）
を
高
天
原
の
よ
う
な
安
ら
か

な
国
と
し
て
平
和
に
治
め
る
よ
う
に
と
使
命
を

与
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
上
の
荒
ぶ
る
神
々

を
鎮
め
、
天
上
の
高
天
原
か
ら
地
上
へ
降
臨
し

ま
し
た
。

「
大
祓
詞
」
に
現
れ
る

　
　
　
　
豊
か
な
祖
先
の
こ
こ
ろ

日
本
人
の
自
然
観
が
生
ん
だ

　
　
　
　
　
　
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー

そ　
の　
１

　

地
上
へ
降
り
た
皇
御
孫
命
（
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ

コ
ト
）
は
国
の
中
心
を
大
倭
日
高
見
国
（
オ
オ

ヤ
マ
ト
ヒ
ダ
カ
ミ
ノ
ク
ニ
）
と
定
め
て
、
そ
こ

に
立
派
な
宮
殿
を
建
て
て
平
和
で
安
定
し
た
国

と
し
て
治
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
国
内
で

は
、
ど
う
し
て
も
様
々
な
罪
や
穢
れ
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
す
。

そ　
の　
２

　

そ
こ
で
、
皇
御
孫
命
（
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ

ト
）
は
様
々
な
罪
や
穢
れ
が
発
生
し
た
際
に
、

そ
れ
ら
を
消
し
去
る
方
法
を
教
え
ま
し
た
。

　

そ
の
方
法
と
は
、
高
天
原
（
天
上
界
）
で
行

わ
れ
て
い
る
神
事
（
お
祀
り
）
に
従
っ
て
お
祓

い
を
行
い
、
「
天
つ
祝
詞
の
太
祝
詞
事
」
を
奏

上
し
て
、
神
々
に
お
祈
り
を
申
し
上
げ
る
な
ら

ば
、
神
々
は
そ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
下
さ
る

で
あ
ろ
う
。
と
述
べ
ま
す
。

そ　
の　
３

　

「
天
つ
祝
詞
の
太
祝
詞
事
」
を
お
聞
き
届
け

下
さ
っ
た
神
々
（
セ
オ
リ
ツ
ヒ
メ
・
ハ
ヤ
ア
キ

ツ
ヒ
メ
・
イ
ブ
キ
ド
ヌ
シ
・
ハ
ヤ
サ
ス
ラ
ヒ

メ
）
の
お
働
き
に
よ
り
、
人
間
た
ち
の
全
て
の

罪
や
穢
れ
が
な
く
な
っ
て
い
く
様
子
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
ま
か
な
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
だ
け
で
も
、
大
祓
詞
が
伝
え
る
ス
ト
ー

リ
ー
の
壮
大
さ
が
お
解
り
い
た
だ
け
た
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
鮮
や
か
な
表
現
で
古
代
の
日
本

人
が
大
切
に
し
て
き
た
自
然
観
が
い
き
い
き
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ　
の　
４

　

大
祓
詞
は
、
約
九
〇
〇
の
文
字

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
仏

教
の
「
般
若
心
経
」
は
約
二
八
〇

文
字
。
こ
の
三
倍
）
こ
の
祝
詞
の

文
章
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
誰
が
作
っ
た
も
の
か
は
未
だ

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

神
道
に
は
、
教
祖
や
教
義
、
教

典
が
な
い
よ
う
に
、
大
祓
詞
も
特

定
の
個
人
が
創
り
出
し
た
も
の
と

い
う
よ
り
か
は
、
私
た
ち
の
祖
先

が
神
々
と
の
長
い
営
み
を
共
に
す

る
こ
と
で
ご
く
自
然
に
出
来
上
が
っ

て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
祓
は
、
個
人
を
対
象

に
し
た
お
祓
い
に
留
ま
ら
ず
、
全

体
、
公
に
対
す
る
お
祓
い
で
も
あ

り
ま
す
。
い
わ
ば
「
国
民
全
員
」
、

「
社
会
全
体
」
の
罪
や
穢
れ
、
そ

し
て
、
災
い
を
取
り
除
く
た
め
の

お
祓
い
と
い
え
ま
す
。

　

恒
例
と
し
て
は
、
六
月
、
十
二

月
の
晦
日
、
大
晦
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
悪
疫
の
流
行
や
天
災

な
ど
の
異
変
が
あ
っ
た
と
き
、
あ

る
い
は
天
皇
崩
御
の
際
や
大
嘗
祭

の
と
き
な
ど
の
重
要
な
国
の
儀
式

が
伴
う
と
き
な
ど
に
も
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

作
者
不
明
の

　
　
　
不
思
議
な
祝
詞

▶
夏
越
大
祓
式
　
清
々
し
い
表
情
の
お
二
人

▲昨年の夏越大祓式では、清めの雨が降りました

速
川
の
瀬
に
坐
す
　
瀬
織
津
比
売
　
　
潮
の
八
百
會
に
坐
す
　
速
開
都
比
売

は
や   

か
わ

し
お

や      

ほ     
あ
い

せ     

お
り     

つ      

ひ      

め

せ

ま

ま

は
や   

あ
き     

つ      

ひ      

め
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一
二
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
「
祝
詞
」（
の
り
と
）

「
大
祓
詞
」（
お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば
）
を
紐
解
く
と
、
太

古
の
人
々
が
「
は
ら
え
」（
生
ま
れ
出
た
と
き
の
様
な
清
ら

か
な
こ
こ
ろ
に
な
る
こ
と
）
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が

と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
大
祓
詞
の
深
遠
な
世
界
観
を
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
表
現
を
し
ま
し
た
。

時
代
を
通
し
て
変
わ
ら
な
い
大
切
な
も
の
�

﹁
そ
れ
は
清
ら
か
な
心
﹂

小國神社　おおはらえのことば

公式ウェブサイト特設ページで
ムービー公開中

大祓詞の世界への誘い
おお    はらへ   ことば いざな

古の祝詞
のりといにしえ

　
本
特
集
で
は
、
大
祓
を
と
り
あ
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
神
社
で
行
う

数
々
の
お
祭
り
に
は
、
私
た
ち
の
祖

先
が
、
人
の
手
が
及
ば
な
い
様
々
な

事
象
に
対
し
、
真
摯
に
向
き
合
い
、

祈
り
、
そ
し
て
、
乗
り
越
え
て
き
た

こ
と
を
も
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
騒
動
に
よ
り
、
様
々
な

国
際
問
題
、
社
会
問
題
が
浮
き
彫
り

に
な
り
、
人
類
に
と
っ
て
の
新
た
な

課
題
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、

『
我
が
国
の
祈
り
の
伝
統
』
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
と
て
も
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
職
員
一
同
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、

大
神
様
へ
日
々
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、

安
寧
を
願
い
、
祈
り
を
捧
げ
社
務
に

精
進
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　
本
年
の
夏
越
し
大
祓
式
は
、
六
月

三
十
日
午
後
三
時
か
ら
斎
行
と
な
り

ま
す

　
本
特
集
で
取
り
上
げ
た
「
大
祓

詞
」
の
深
遠
な
世
界
観
を
忠
実
に
表

現
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー
と
公
式
解
説
サ
イ
ト
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
こ
ち
ら
も
ご
覧
に
な
っ
て

下
さ
い
。

結
び
に

い     

ぶ
き     

ど

い     

ぶ
き     

ど    

ぬ
し

は
や    

さ       

す      

ら      

ひ      

め

ね
の
く
に

そ
こ
の
く
に

ま

ま

気
吹
戸
に
坐
す　

気
吹
戸
主　
　

根
国
、
底
国
に
坐
す　

速
佐
須
良
比
売
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感染症対策を徹底しての祭典の斎行（4月16日）▲

初甲子祭▲

献茶祭　新茶をご神前に供える▲

勧学祭　新中学生による玉串拝礼▲

　
三
月
二
十
二
日
㈰
に
約
五
十
名
の
皆
さ
ま

に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
初
甲
子
祭
を
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。

　
初
甲
子
祭
は
、
寒
明
け
最
初
の
甲
子
の
日

に
行
い
ま
す
。
甲
子
の
日
は
、
ご
祭
神
大
己

貴
命
が
「
国
作
り
」
を
始
め
ら
れ
た
吉
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
ご
本
殿
の
廻
り
を
歩
き
、
本
殿
階
下
に

特
別
に
設
え
た
、
だ
い
こ
く
様
の
宝
器
「
打

出
の
小
槌
」
を
手
に
取
り
、
日
々
の
感
謝
と

祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
に
お
祈
り
し

た
」
な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
甲
子
祭
の
斎
行

初
甲
子
祭
の
斎
行

だ
い
こ
く
様
の
お
近
く
で
い
た
だ
く

特
別
な
加
護

　
本
年
は
、
例
年
に
も
増
し
て
ご
神
域
の

花
々
が
美
し
く
咲
き
揃
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
見
事
な
花
を
つ
け
た
ク
マ
ガ
イ

ソ
ウ
（
和
名
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
）
は
環
境
省
に

よ
り
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
II
類

（
V
U
）
の
指
定
を
受
け
て
い
て
、
本
県
に

お
き
ま
し
て
も
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
坂
部
哲
之
著
「
小
國
神
社
の
花
々
増
補

版
」
に
も
記
載
さ
れ
、
貴
重
種
で
あ
る
こ
と

に
触
れ
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
生
物
が
共
存
す
る
こ
の
美
し
い
癒

や
し
の
杜
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
開
花

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
開
花

自
然
豊
か
な
ご
神
域
を

大
切
に
し
ま
し
�
う

　
四
月
四
日
㈯
午
前
十
一
時
、
勧
学
祭
を
斎

行
い
た
し
ま
し
た
。
氏
子
地
区
内
の
新
小
学

一
年
生
、
新
中
学
一
年
生
と
保
護
者
ら
約
三

十
名
が
参
と
な
り
ま
し
た
。

　
普
段
聞
き
慣
れ
な
い
勧
学
と
い
う
言
葉
で

す
が
、
「
学
問
を
勧
め
励
ま
す
こ
と
」
を
意

味
し
ま
す
。

　
ご
神
前
に
て
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
感
謝
申
し
上
げ
、
健
康
で
、
学
び
多
き

学
校
生
活
と
な
る
よ
う
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
児
童
、
生
徒
ら
の
真
剣
な
眼
差
し
に
大
神

様
も
さ
ぞ
感
心
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
更
な
る
ご
加
護
を
頂
か
れ
、

新
し
く
始
ま
っ
た
学
校
生
活
の
中
で
、
大
い

に
学
び
充
実
し
た
日
々
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

勧
学
祭
の
斎
行

勧
学
祭
の
斎
行

学
び
の
道
の
始
ま
り
は
小
國
神
社
!!

　
四
月
十
六
日
㈭
に
献
茶
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
し
た
。

　
献
茶
祭
で
は
、
薫
り
高
い
銘
茶
の
産
地
森

町
で
茶
業
を
営
む
方
々
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

『
小
國
神
社
献
茶
会
』
が
摘
み
た
て
の
「
福

徳
神
饌
茶
」
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、
国
の

平
安
、
国
民
の
繁
栄
、
そ
し
て
茶
業
の
振
興

を
祈
り
ま
す
。

　
本
年
は
煎
茶
道 

黄
檗
弘
風
流
中
山
弘
薫

様
、
紋
谷
弘
光
様
よ
り
お
点
前
の
ご
奉
仕
を

い
た
だ
き
、
森
町
茶
商
組
合
長
松
浦
芳
雄
様
、

森
町
長
太
田
康
雄
様
を
始
め
、
ご
関
係
の
皆

さ
ま
に
ご
参
列
賜
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
お
茶
が
免
疫
力
向
上
に
効
果
が
あ

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
お
土
産
と
し
て
も
大

変
人
気
の
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
茶
祭
の
斎
行

献
茶
祭
の
斎
行

季
節
の
恵
み
﹁
福
徳
神
饌
茶
﹂
を

大
神
様
に
供
え
日
々
の
感
謝
を
伝
え

さ
ら
な
る
ご
加
護
を

も
り

▲クマガイソウの開花

お
お
な
む
ち

の
み
こ
と

か
ん  

が
く
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▲ショートムービーハイライトシーン

　
こ
の
度
、
氏
子
地
区
で
活
動
す
る
、
一
宮
の
水
と
環
境
を
守
る
会
（
会
長

榊
原
淑
友
）
に
よ
る
一
宮
の
水
環
境
を
多
面
的
に
捉
え
た
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
がY

ouT
ube

に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
作
に
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
作
ら
れ
た
作
品
は
、
そ
の
深
い
内
容
と
映

像
の
美
し
さ
か
ら
公
開
よ
り
日
に
日
に
再
生
回
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
本
作
品
は
、
小
國
神
社
の
元
宮
奥
磐
戸
神
社
が
鎮
ま
る
本
宮
山
よ
り
湧
き

出
る「
清
ら
か
な
水
」
が
、
川
と
な
り
、
一
宮
の
里
を
潤
し
つ
、
海
へ
注
ぎ
、

漁
場
を
も
豊
か
に
し
、
再
び
雨
と
な
り
山
へ
降
り
注
ぐ
ま
で
の
『
大
自
然
の

営
み
』と
、
そ
こ
に
住
む『
人
々
の
営
み
』を
鮮
や
か
に
映
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
た
神
々
へ
の
感
謝
と
日
々
の
平
安
を
祈
り
な
が
ら

暮
ら
す
生
き
方
は
、
「
ふ
る
さ
と
の
清
ら
か
な
水
」
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

一
宮
の
水
と
環
境
を
守
る
会
に
よ
る
シ
�
�
ト
ム
�
ビ
�

''sow
ing seeds''

が
遂
に
完
成
!!

一
宮
の
水
と
環
境
を
守
る
会
に
よ
る
シ
�
�
ト
ム
�
ビ
�

''sow
ing seeds''

が
遂
に
完
成
!!

大
神
様
の
恵
み
�
清
ら
か
な
﹁
一
宮
の
水
﹂
を
通
し
て

考
え
る
人
と
自
然

　
五
月
五
日
㈰
午
前
十
一
時
、
端
午
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
留
意
し
、
ご
参
列
を
お
控
え
頂
き
、

神
職
・
巫
女
で
の
ご
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
神
前
に
は
、
菖
蒲
と
柏
餅
が
お
供
え
さ
れ
る
な
か
、
当
社
で

命
名
し
た
一
〇
八
名
の
お
子
様
方
の
芳
名
帳
を
大
前
に
奉
安
し
、

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
端
午
の
節
句
は
「
菖
蒲
の
節
句
」
と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に

民
衆
に
広
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
菖
蒲
は
尚
武
に
も
通
じ
る

こ
と
か
ら
、
男
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祝
う
も
の
と
な
り
、
今
日

で
は
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
列
に
な
り
、
賑
や
か
な
お

祭
り
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

端
午
祭
の
斎
行

端
午
祭
の
斎
行

子
宝
�
子
ど
も
た
ち
は
国
の
た
か
ら
で
す

　
五
月
二
十
四
日
㈰
宮
代
神
饌
田
に
お
い
て
、
奉
耕
者
の
筒
井
輝
男
様
、
内
山

博
文
様
ご
参
列
の
も
と
田
植
え
初
め
の
祭
り
御
田
植
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
我
が
国
に
お
い
て
『
お
米
』
は
、
神
さ
ま
か
ら
の
授
か
り
物
と
し
て
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
生
育
を
願
い
幾
重
に
も
祭
り

が
執
り
行
わ
れ
、
日
本
文
化
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
当
社
の
御
田
植
祭
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
現
存
す
る
最
も
古
い
記
録
書

「
延
宝
の
記
録
」
に
も
そ
の
様
子
が
記
さ
れ
た
由
緒
あ
る
神
事
で
す
。

　
か
つ
て
は
例
祭
に
準
ず
る
重
要
な
祭
り
と
し
て
、
祭
日
の
朝
、
神
輿
の
渡

御
が
行
わ
れ
、
神
輿
の
屋
根
に
は
菖
蒲
を
飾
り
付
け
、
帯
刀
者
が
左
右
を
警

備
し
、
社
僧
（
神
社
に
所
属
し
て
仏
事
を
修
し
た
僧
）
や
惣
村
の
有
力
者
が

供
奉
し
ま
し
た
。

　
平
成
十
一
年
に
現
存
す
る
資
料
や
伝
承
を
も
と
に
古
儀
の
一
部
を
復
興
し

現
在
に
い
た
り
ま
す
。

宮
代
神
饌
田　

御
田
植
祭

宮
代
神
饌
田　

御
田
植
祭

お
米
は
神
さ
ま
か
ら
の
大
切
な
授
か
り
も
の

　
爽
や
か
な
薫
り
が
心
地
良
い
文
字（
ク
ロ
モ
ジ
）の
木
で
飾
っ
た
、

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
の
大
前
で
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
、

感
染
症
防
疫
の
為
、
神
職
と
登
拝
者
で
の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
、
神
様
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
、
国
の
隆
昌
と
地

域
の
平
安
、
氏
子
崇
敬
者
の
安
泰
、
そ
し
て
、
感
染
症
の
一
日
も

早
い
鎮
静
化
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
月
、
六
日
の
九
時
三
十
分
頃
か
ら
月
次
祭
（
国
と
地
域
の
平

安
と
、
氏
子
崇
敬
者
の
安
泰
を
祈
る
お
祭
り
で
、
こ
の
日
に
お
参

り
す
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
ど
な
た
で
も
ご
参
列
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
登
拝
下
さ
い
。

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行

爽
や
か
な
初
夏
の
風
が
吹
く
�
青
葉
薫
る
本
宮
山

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
　
ア
ク
セ
ス

お
　   

た    

う
え    

さ
い

Sow
ing seeds 

〜
今
日
も
種
を
蒔
く
〜

YouTube

に
て
絶
賛
公
開
中

ぐ
　
　
ぶ

◀
本
宮
山
青
葉
祭

　
挨
拶
を
述
べ
る
宮
司

◀
端
午
祭
　
豊
栄
舞
の
奉
奏

◀
宮
代
神
饌
田
御
田
植
祭
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　月次祭は、毎月欠かさずに行われ、神職
が日本国、また地域の平安と、氏子崇敬者
の安泰を祈ります。月参りともいわれ、こ
の日にお参りするとご加護が受けられると
もいわれています。歴史的にも大変古く、
その始まりは、平安中期に編纂された延喜
式にも「月次祭」の記述があります。
　事前申込みなどは必要ありません。どな
たでもご参列できます。ご参列の際は、祈
祷受付にてお声かけください。

一年の締めくくりに相応しい“秋色”の宮川一年の締めくくりに相応しい“秋色”の宮川

8月～  12月

師走大祓式

　12月31日㈭午後3時より、師走
大祓式を斎行いたします。下半期
の罪穢れをお祓いし、清々しく新
たな年を迎えることができます。
どなたでもご参列ができますので、
ご家族皆様でご参列下さい。

疫　神　齋
えき　　　　　 じん　　　　　 さい

しわす　　　おお　 はらい　 しき

　11月19日㈭午後2時より、疫神
齋を斎行いたします。この祭典は、
当社に古くより伝わる特殊神事の
一つです。当社の古記録『延宝の
記録』にも記載があり、疫病退散
の祀りです。

｢つきなみ｣とは毎月
平和と安全を祈る大切なお祭りです

月次祭ご参列のご案内

日時：毎月1日・18日9時より（約30分程度）

場所：小國神社拝殿

つきなみさい

12月 師走
しわす

11月 霜月
しもつき

（午前 9時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午後 2時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）

月次祭
明治祭
本宮山月次祭
山神社例祭
七五三祝祭
甲子祭
月次祭・稲祭
疫神齋
地鎮祭
新嘗祭
奉納農産物品評会
紅葉祭
もみじまつり

月次祭
本宮山月次祭
鎮火祭
月次祭
滝宮例祭
初穂献納祭
煤佛祭
大祓式・除夜祭

（午前 9時）
（午前10時）
（午後 3時）予定
（午前 9時）
（午前10時）
（午前11時30分）
（午後 1時）
（午後 3時）

1日
3日
6日
7日
15日
17日
18日
19日
21日
23日

28日
29日

1日
6日
12日
18日
18日
18日
25日
31日
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　遠州地方で観察ができる野鳥をご紹介。
普段では、なかなか見ることができない野
鳥の姿や生態系を写し取った貴重な写真や
イラストが展示されます。
　本展にお越し頂き、自然に配慮した社会
や暮らし方を考える一端になれば幸いです。

令和2年11月27日（金）より12月6日（日）まで令和2年11月27日（金）より12月6日（日）まで

場所：研修室場所：研修室

8月～  

秋季皇霊祭遙拝式

　9月22日㈫、宮中では歴代の天
皇・皇后・皇親の霊を祀る祖霊祭
『秋季皇霊祭』が厳かに行なわれ
ます。当社では、同日に皇居内の
皇霊殿の方向に向いて拝礼し、皇
室の弥栄と国の安寧を祈ります。

しゅう　  き　　 こう　  れい　  さい　  よう　　はい　　しき

日本野鳥の会遠江

秋の野鳥写真・イラスト展開催！！！

10月 神無月
かんなづき

月次祭
宮代神饌田抜穂祭
本宮山月次祭
白鬚神社例祭
神嘗奉祝祭
神嘗祭遙拝式
月次祭
福神像頒布式

（午前 9時）
（日時未定）
（午前10時）
（午後 3時）

（午前 9時）

（午前10時）

8月 葉月
はづき

月次祭
本宮山月次祭
月次祭

（午前 9時）
（午前10時）
（午前 9時）

1日
6日
18日

9月 長月
ながつき

月次祭
本宮山月次祭
月次祭
甲子祭
秋季皇霊祭遙拝式

（午前 9時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）

1日
6日
18日

22日

1日

6日
11日
17日

18日

新　嘗　祭

　11月23日㈪10時より、大神様
へ1年の収穫と諸産業発展の感謝
を申し上げる新嘗祭を斎行し、奉
納農産物の即売会や篤志奉納者へ
の感謝状の贈呈式も執り行います。
年間の祭典の中でも最も重要な祭
祀の一つです。

にい　　　　　 なめ　　　　　 さい
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公益社団法人　静岡県茶業会議所　専務理事 伊藤智尚

特別寄稿

新茶で健やかに明るい毎日を

茶農家と意見交換する伊藤専務理事▲

▲目にも優しい茶畑の風景　撮影協力：株式会社 一宮（森町）

　

新
緑
の
中
、
静
岡
県
の
茶
畑
が
萌
黄
色
に

染
ま
り
、
新
茶
が
楽
し
み
な
季
節
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
貴
重
な
機
会

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
騒
動
の
な
か
、
健
康
増
進

の
効
果
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
静
岡
の
名
産

品
で
あ
る
お
茶
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
八
十
八
夜
は
五
月
一
日
で

し
た
。
八
十
八
夜
は
、
立
春
か
ら
数
え
た
日

に
ち
で
、
こ
の
頃
か
ら
霜
が
降
り
に
く
く
な

り
、
茶
の
芽
が
元
気
に
伸
び
て
い
き
ま
す
。

里
か
ら
始
ま
っ
た
お
茶
摘
み
は
、
次
第
に

山
間
地
に
入
っ
て
い
き
、
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

静
岡
県
内
の
お
茶
の
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、

室
町
時
代
に
は
袋
井
市
で
、
鎌
倉
時
代
に
は

静
岡
市
で
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
お
茶
は
、
ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ

と
同
じ
仲
間
の
常
緑
樹
で
す
。
日
本
で
は
、

静
岡
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
温
暖
な
地
域
で

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
県
の
平
均
気
温

は
十
六
・
五
度
、
年
間
降
水
量
は
二
三
〇
〇

ミ
リ
と
多
く
、
牧
之
原
台
地
の
よ
う
な
平
地

か
ら
、
森
や
天
竜
、
川
根
、
静
岡
な
ど
の
山

間
地
ま
で
良
質
な
お
茶
生
産
が
続
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
お
茶
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
抹
茶

と
し
て
飲
ま
れ
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
安
土

桃
山
時
代
に
は
千
利
休
が
「
茶
の
湯
」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
今
の
よ
う
な
お
茶
（
煎

茶
）
の
飲
み
方
は
、
江
戸
時
代
に
京
都
の
永

谷
宗
円
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
春
先

の
若
葉
を
摘
み
取
り
、
直
ぐ
に
水
蒸
気
で
蒸

し
て
、
葉
の
中
に
含
ま
れ
る
「
酵
素
」
を
働

か
な
い
よ
う
に
し
て
、
焙
炉
と
い
う
台
の
上

で
、
手
揉
み
し
て
針
の
よ
う
な
形
状
に
な
る

ま
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
現
在
で
も
こ
の
手
揉

み
の
方
法
を
、
機
械
に
置
き
換
え
て
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
蒸
す
時
間
が
三

〇
秒
か
ら
四
〇
秒
の
普
通
の
時
間
の
お
茶
が

「
普
通
煎
茶
」
、
六
〇
秒
か
ら
一
二
〇
秒
の

長
い
時
間
の
お
茶
が
「
深
蒸
し
煎
茶
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
山
間
地
の
お
茶
は
、
川
霧

な
ど
の
影
響
で
、
日
照
時
間
が
少
な
く
な
り

茶
芽
の
伸
び
が
ゆ
っ
く
り
で
柔
ら
か
い
こ
と

か
ら
、
普
通
煎
茶
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
一
方
、
牧
之
原
台
地
の
よ
う
に
日
照

時
間
が
長
い
産
地
で
は
、
葉
の
成
長
も
早
く

厚
め
に
な
る
た
め
、
深
蒸
し
煎
茶
が
作
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
茶
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
緑
茶
、

ウ
ー
ロ
ン
茶
、
紅
茶
に
分
か
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
皆
同
じ
茶
の
葉
か
ら
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
緑
茶
は
、
生
の
葉
に
含
ま
れ
る
酵

素
の
働
き
を
、
直
ぐ
に
熱
を
加
え
て
止
め
た

も
の
で
す
。
ウ
ー
ロ
ン
茶
は
、
酵
素
を
少
し

働
か
せ
て
か
ら

加
熱
し
て
、
酵

素
の
働
き
を
止

め
た
も
の
で
す
。

紅
茶
は
、
酵
素

を
十
分
に
働
か

せ
て
か
ら
加
熱

し
て
、
酵
素
の

働
き
を
止
め
た

も
の
で
す
。
先

ほ
ど
、
緑
茶
の

加
熱
に
水
蒸
気

を
使
う
方
法
の

ほ
い   

ろ

　
心
と
身
体
の
健
康
に
大
人
気
の

　
冷
茶
が
手
軽
に
楽
し
め
る

　
フ
ィ
ル
タ
ー
付
ボ
ト
ル

　
撮
影
協
力:

鈴
木
長
十
商
店

◀（
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁
）
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伊藤智尚

プロフィール
公益社団法人　静岡県茶業会議所
専務理事

新茶をご神前にお供えします▲

▲献茶祭　国家の安寧と茶業振興を祈ります

　

新
緑
の
中
、
静
岡
県
の
茶
畑
が
萌
黄
色
に

染
ま
り
、
新
茶
が
楽
し
み
な
季
節
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
貴
重
な
機
会

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
騒
動
の
な
か
、
健
康
増
進

の
効
果
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
静
岡
の
名
産

品
で
あ
る
お
茶
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
八
十
八
夜
は
五
月
一
日
で

し
た
。
八
十
八
夜
は
、
立
春
か
ら
数
え
た
日

に
ち
で
、
こ
の
頃
か
ら
霜
が
降
り
に
く
く
な

り
、
茶
の
芽
が
元
気
に
伸
び
て
い
き
ま
す
。

里
か
ら
始
ま
っ
た
お
茶
摘
み
は
、
次
第
に

山
間
地
に
入
っ
て
い
き
、
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

静
岡
県
内
の
お
茶
の
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、

室
町
時
代
に
は
袋
井
市
で
、
鎌
倉
時
代
に
は

静
岡
市
で
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
お
茶
は
、
ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ

と
同
じ
仲
間
の
常
緑
樹
で
す
。
日
本
で
は
、

静
岡
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
温
暖
な
地
域
で

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
県
の
平
均
気
温

は
十
六
・
五
度
、
年
間
降
水
量
は
二
三
〇
〇

ミ
リ
と
多
く
、
牧
之
原
台
地
の
よ
う
な
平
地

か
ら
、
森
や
天
竜
、
川
根
、
静
岡
な
ど
の
山

間
地
ま
で
良
質
な
お
茶
生
産
が
続
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
お
茶
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
抹
茶

と
し
て
飲
ま
れ
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
安
土

桃
山
時
代
に
は
千
利
休
が
「
茶
の
湯
」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
今
の
よ
う
な
お
茶
（
煎

茶
）
の
飲
み
方
は
、
江
戸
時
代
に
京
都
の
永

谷
宗
円
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
春
先

の
若
葉
を
摘
み
取
り
、
直
ぐ
に
水
蒸
気
で
蒸

し
て
、
葉
の
中
に
含
ま
れ
る
「
酵
素
」
を
働

か
な
い
よ
う
に
し
て
、
焙
炉
と
い
う
台
の
上

で
、
手
揉
み
し
て
針
の
よ
う
な
形
状
に
な
る

ま
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
現
在
で
も
こ
の
手
揉

み
の
方
法
を
、
機
械
に
置
き
換
え
て
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
蒸
す
時
間
が
三

〇
秒
か
ら
四
〇
秒
の
普
通
の
時
間
の
お
茶
が

「
普
通
煎
茶
」
、
六
〇
秒
か
ら
一
二
〇
秒
の

長
い
時
間
の
お
茶
が
「
深
蒸
し
煎
茶
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
山
間
地
の
お
茶
は
、
川
霧

な
ど
の
影
響
で
、
日
照
時
間
が
少
な
く
な
り

茶
芽
の
伸
び
が
ゆ
っ
く
り
で
柔
ら
か
い
こ
と

か
ら
、
普
通
煎
茶
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
一
方
、
牧
之
原
台
地
の
よ
う
に
日
照

時
間
が
長
い
産
地
で
は
、
葉
の
成
長
も
早
く

厚
め
に
な
る
た
め
、
深
蒸
し
煎
茶
が
作
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
茶
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
緑
茶
、

ウ
ー
ロ
ン
茶
、
紅
茶
に
分
か
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
皆
同
じ
茶
の
葉
か
ら
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
緑
茶
は
、
生
の
葉
に
含
ま
れ
る
酵

素
の
働
き
を
、
直
ぐ
に
熱
を
加
え
て
止
め
た

も
の
で
す
。
ウ
ー
ロ
ン
茶
は
、
酵
素
を
少
し

働
か
せ
て
か
ら

加
熱
し
て
、
酵

素
の
働
き
を
止

め
た
も
の
で
す
。

紅
茶
は
、
酵
素

を
十
分
に
働
か

せ
て
か
ら
加
熱

し
て
、
酵
素
の

働
き
を
止
め
た

も
の
で
す
。
先

ほ
ど
、
緑
茶
の

加
熱
に
水
蒸
気

を
使
う
方
法
の

説
明
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
き
れ
い
な
水

が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
日
本
独
特
の
製
法
で
す
。

こ
れ
以
外
に
鉄
鍋
な
ど
で
酵
素
の
働
き
を
止

め
る
釜
炒
り
製
法
の
緑
茶
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
緑
茶
に
は
、
新
芽
を
寒
冷
紗
な

ど
で
覆
い
を
し
て
遮
光
し
、
旨
味
の
素
で
あ

る
テ
ア
ニ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
を
増
や
し
た

玉
露
や
か
ぶ
せ
茶
、
覆
い
を
し
た
お
茶
を
蒸

し
た
後
は
揉
ま
ず
に
、
熱
風
で
乾
燥
さ
せ
た

碾
茶
を
石
臼
で
挽
い
て
作
る
抹
茶
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

お
茶
に
は
様
々
な
栄
養
成
分
が
入
っ
て
い

ま
す
。
旨
味
成
分
で
あ
る
テ
ア
ニ
ン
、
渋
味

成
分
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
の
カ
テ
キ

ン
、
苦
味
は
カ
フ
ェ
イ
ン
に
代
表
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
・
E
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
C
は
、
一
般
に
は
熱

に
弱
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
お
茶

は
カ
テ
キ
ン
が
ビ
タ
ミ
ン
C
を
守
る
働
き
が

あ
る
の
で
、
お
湯
で
淹
れ
て
も
壊
れ
に
く
い

食
品
で
す
。

　

お
茶
を
美
味
し
く
淹
れ
る
に
は
、
お
湯
の

温
度
に
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
旨

味
の
ア
ミ
ノ
酸
類
は
、
お
湯
で
も
お
水
で
も

関
係
な
く
溶
け
出
し
ま
す
。
一
方
、
カ
テ
キ

ン
は
お
湯
の
温
度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
溶

け
出
し
ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
は
低
温
で
は
溶

け
出
し
に
く
い
の
で
す
が
、
高
温
に
な
る
と

一
気
に
溶
け
出
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ぬ
る
め

の
温
度
で
は
、
旨
味
や
甘
味
の
濃
い
お
茶
に

な
り
、
熱
湯
で
は
苦
味
や
渋
味
を
感
じ
る
強

い
味
の
お
茶
に
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
の

は
七
〇
度
く
ら
い
の
温
度
と
な
り
ま
す
。

　

六
月
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
暑
く

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
洒
落
な
ワ
イ
ン

瓶
の
形
状
の
「
フ
ィ
ル
タ
―
付
ボ
ト
ル
」
な

ど
を
使
っ
て
、
水
に
お
茶
を
入
れ
て
冷
蔵
庫

で
一
時
間
以
上
冷
や
し
て
お
く
と
簡
単
に
美

味
し
い
お
茶
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
特
に
、

最
近
話
題
の
免
疫
力
を
高
め
る
お
茶
の
成
分

の
「
エ
ビ
ガ
ロ
カ
テ
キ
ン
」
は
、
水
出
し
の

緑
茶
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
水
か
ら
出

し
た
緑
茶
は
渋
く
な
く
誰
で
も
失
敗
な
く
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
水
出
し
緑
茶

を
温
か
く
し
た
け
れ
ば
マ
グ
カ
ッ
プ
に
入
れ

て
電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
す
れ
ば
渋
く
な
い
旨

味
の
あ
る
お
茶
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。　

　

健
康
管
理
の
面
で
は
、
緑
茶
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
効
果
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
緑
茶
カ
テ
キ
ン
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
ウ
イ
ル
ス
の
表
面
に
あ
る
カ
ギ
状
の
突

起
（
ス
パ
イ
ク
）
に
結
合
し
、
人
間
の
細
胞

に
吸
着
で
き
な
い
よ
う
に
作
用
し
ま
す
。
ま

た
、
旨
味
成
分
の
テ
ア
ニ
ン
に
は
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
す
効
果
や
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
興
奮
を

抑
え
る
働
き
も
あ
り
、
不
安
を
鎮
め
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
を
高
め
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

お
茶
を
日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ
、
病
気
の

予
防
を
行
う
こ
と
は
、
考
え
て
み
れ
ば
、
八

〇
〇
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
先
人
た

ち
の
知
恵
の
結
晶
で
あ
り
、
医
食
同
源
と
も

い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

小
國
神
社
に
は
、
毎
年
家
族
で
初
詣
に
行

き
ま
す
。
車
を
購
入
し
た
際
も
、
交
通
安
全

の
ご
祈
祷
を
受
け
る
な
ど
、
折
に
触
れ
て
参

拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
四
月
に
は
献
茶
祭
が
開
催
さ
れ
、
森

町
の
茶
業
者
で
組
織
す
る
小
國
神
社
献
茶
会

の
皆
様
が
国
家
の
安
泰
と
国
民
の
繁
栄
、
茶

業
振
興
を
祈
り
、
煎
茶
を
神
饌
（
お
供
え

物
）
と
し
て
お
供
え
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
毎
月
の
月
次
祭
に

併
せ
て
献
茶
会
の
皆
様
が
お
茶
を
ご
神
前
に

奉
納
し
、
日
々
の
安
寧
を
お
祈
り
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
今
、
不
安
な
こ
と
も
多
く
心
が
塞
が
り

が
ち
な
世
の
中
で
す
が
、
小
國
神
社
に
参
拝

さ
れ
、
清
々
し
い
心
に
な
り
、
森
の
銘
茶
を

味
わ
い
な
が
ら
、
一
日
一
日
を
無
事
に
過
ご

せ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ

と
は
、
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の
健
康

に
大
き
く
作
用
し
、
良
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

お
茶
の
健
康
パ
ワ
ー
で
、
皆
様
が
健
や
か

で
明
る
い
毎
日
を
お
過
ご
し
な
さ
い
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和34年　浜松市生まれ。
大学卒業後、昭和57年静岡県庁入庁。
農業分野の技術屋として、
本庁や農林事務所に勤務。
平成31年退職。令和元年6月から現職。
写真の「静岡茶屋」の幟は、美味しく
静岡茶が飲める場所を示したもの。
趣味は、JAZZ鑑賞とドライブ、食べ歩き

静岡県
茶業会議所
HP

て
ん  

ち
ゃ

し
ん  

せ
ん

つ
き  

な
み  

さ
い
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小
國
神
社
で
は
、
令
和
の
御
代
替
わ
り
を
お
祝
い
し
、
天
皇
陛
下
御
即

位
記
念
『
令
和
の
お
屋
根
替
え
』
〜
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
祈
り
・
技
・
美
〜

を
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群
の
お
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

当
社
の
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
日
本
唯
一
の
伝
統
技
法
「
檜

皮
葺
」（
檜
の
皮
で
屋
根
を
葺
く
技
法
）
で
葺
か
れ
た
屋
根
で
す
。
古
来

よ
り
、
そ
の
造
形
の
柔
ら
か
な
曲
線
と
風
合
い
に
代
表
さ
れ
る
繊
細
な
優

美
さ
は
、
日
本
の
風
土
と
調
和
し
て
き
ま
し
た
。
古
典
文
学
「
枕
草
子
」

に
は
、『
雪
は
檜
皮
葺
、
い
と
め
で
た
し
。
す
こ
し
消
え
が
た
に
な
り
た

る
ほ
ど
。…

』
と
綴
ら
れ
、
白
雪
と
檜
皮
の
屋
根
が
織
り
な
す
色
の
絶
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
風
情
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
葺
き
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
材

そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
喜
び
讃
え
、
清
ら
か
な
状
態
を
大
切
に
し
て
き
た

私
た
ち
の
祖
先
が
造
り
だ
し
た
「
日
本
の
美
」
で
あ
り
、
古
よ
り
変
わ
る

こ
と
の
な
い
神
様
へ
の
「
祈
り
」
が
、
そ
の
「
技
」
と
「
美
」
を
護
り
伝

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
古
い
も
の

で
は
六
十
余
年
、
新
し
い
も
の
で
も
四
十
余
年
の
月
日
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
檜
皮
を
使
っ
た
お
屋
根
は
た
び
た
び
補
修
を
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
き
、
葺
き
替
え
工
事
に
着
手
す
る
べ
き
と

判
断
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
祭
神
、
大
己
貴
命
が
鎮
ま
る
御
本
殿
を
は
じ
め
社

殿
の
常
若
（
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
こ
と
）
に
努
め
、
先
人
が
護
り

伝
え
て
き
た
、「
祈
り
の
精
神
文
化
」
と
貴
重
な
「
伝
統
技
術
」
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
一
層
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
戴
け
ま
す
よ
う
、
本
事
業

を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

世
情
厳
し
い
折
か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遠
江
国
一
宮　

小
國
神
社　
　
　
　

宮
司　

打
田　

文
博

　
　
　
　
　
　

小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会　
　
　
　
　

会
長　

鈴
木　
　

覺

　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
事
業
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
財
委
員
会
委
員
長　

亀
山　

鋹
男

ご
奉
賛
の
お
願
い

み　

よ　

が

や　

ね　

が

わ
だ
ぶ
き

ひ
の
き

ひ
わ
だ

ひ
わ
だ

さ
い  

じ
ん

と
こ  

わ
か

ひ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

ね

や

が

令
和
の

お
屋
根
替
え

次
世
代
へ
繋
ぐ　

祈
り
・
技
・
美

天
皇
陛
下

御
即
位
記
念

OK
UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJAOK

UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJA

社
務
所
に
て
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
方
法
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

第１期工事　令和2年1月14日～  3月31日：真名井（完工）
　　　　　　令和2年2月12日～10月20日：神徳殿・渡り殿（着工）
第２期工事　令和3年2月12日～10月30日：御本殿
　　　　　　令和4年2月12日～  5月30日：並宮
第３期工事　令和4年4月20日～12月10日：拝殿
　　　　　　令和5年2月12日～10月30日：中門、幣殿

工期日程

お屋根替えにともなう主な文化事業
（葺き替え工事現場見学会）
屋根葺き替え作業の様子を一般公開いたします。
日程、お申し込み方法は、改めてお知らせいたします。

○お問い合わせ先：小國神社崇敬奉賛会事務局
〒437-0226　静岡県森町一宮3956-1
電話：0538-89-7302
Email  oyanegae@okunijinja.or.jp
「令和のお屋根替え」～ 次世代へつなぐ 祈り・技・美 ～
公式WEBサイト　okunijinja.or.jp/oyanegae/

奉
賛
金
に
つ
い
て

ご寄付に関する詳しいお問い合わせは、
小國神社崇敬奉賛会事務局までお願いいたします。

御本殿
●
御本殿
● ●並宮●並宮

真名井●真名井●幣殿
●
幣殿
●

神徳殿●神徳殿●

●渡り殿●渡り殿拝殿
●
拝殿
●

修
復
を
必
要
と
す
る
檜
皮
葺
屋
根

募財期間：令和元年  8月 1日から
　　　　　令和５年10月30日まで
総 予 算：3億5,000万円

▶
永
い
年
月
に
亘
っ
て
雨
風
に
晒
さ
れ
た
屋
根
は
、
損
傷
や
経
年
劣
化
、

　
植
物
の
侵
食
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
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た
し
応
適
に
土
風
の
本
日
と
美
形
造
な
雅
優

法
技
統
伝
の
」
美
と
用
「

檜
「法
技
統
伝
の
来
古
本
日、
は
根
屋
お
の
社
神
國
小
　

た
れ
か
葺
で
）
法
技
く
葺
を
根
屋
で
皮
の
檜
（」
葺
皮

。
す
で
根
屋

に
築
建
級
上
は
で
代
時
良
奈
、
り
ま
広
に
代
時
鳥
飛
　

工
根
屋
い
高
の
式
格
も
最
は
に
代
時
安
平
、
れ
ら
い
用

。
た
し
ま
れ
ら
い
用
に
ど
な
築
建
社
神
、
り
な
と
法

け
だ
皮
く
な
と
こ
る
す
採
伐
を
檜
の
上
以
年
百
齢
樹
　

る
も
ま
を
社
御
ら
か
風
雨
の
上
以
年
十
三
、
は
根
屋
葺

国
、
た
え
揃
ね
兼
を
美
線
曲
い
し
美
で
細
繊
と
性
能
機

も
て
し
と
産
資
化
文
の
有
特
本
日
い
な
見
を
例
は
に
外

。
す
ま
い
て
れ
さ
知
認

葺
皮
檜ひ 

わ 

だ

ぶ 

き

大正4年創業。兵庫県丹波市で100余年の
歴史をもつ。日本古来の技法で、国の選定
保存技術に指定されている檜皮葺・杮葺の
職人技術をもち、国内の国宝・重要文化財
等社寺仏閣の屋根を葺く。
創業年に「遠江国一宮 小國神社 檜皮葺屋
根の葺替え」を施工した記録が残る。

ね

や

が

令
和
の
お
屋
根
替
え

綴皮工程の動画が
ご覧頂けます。檜皮を整える村上社寺工芸社の職人達

20～30 本程の竹釘を口に含み、舌を使って一本ずつ口から釘を出
します。金槌を握る手で釘を掴み、屋根金槌の「伏金」と呼ばれ
る部分で檜皮に差込み、金槌で打ち込みます。金槌の格子状の溝
により竹釘の頭が潰れ、抜けない形状で完全に打ち込まれます。

片手釘打の動画が
ご覧頂けます。

職人の技【 片手で竹釘を打つ 】

進
捗
状
況

▲真名井　鬼の取り付け作業 ▲真名井の完工
　屋根を確認する宮司 ▲渡り殿の軒付け作業と調査風景

現
在
、
真
名
井
の
お
屋
根
の

修
復
が
完
工
し
、
神
徳
殿
の

お
屋
根
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

（
令
和
二
年
五
月
現
在
）

創業当時の記録

介
紹
人
職
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お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
支
援
、
ご
奉
賛

を
賜
り
ま
す
こ
と
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

現
在
、
真
名
井
の
葺
き
替
え
工
事
が
完
工
し
、
神
徳
殿
（
祈
祷
殿
）

の
工
事
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

　

ご
奉
納
頂
い
た
ご
浄
財
は
造
営
資
金
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
更
な
る
ご
神
徳
の
発
揚
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
変
わ
ら
な
い
ご
崇
敬
を
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
改
め
ま
し
て
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

令
和
の
お
屋
根
替
え

令
和
の
お
屋
根
替
え

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

●
壱
百
萬
円
以
上

　

㈱
久
米
吉

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

倉
島　

正
三

　

亀
山　

鋹
男

●
五
拾
萬
円
以
上

　

㈱
菓
匠
あ
さ
お
か　

　
　
　
　

浅
岡　

英
明

　

大
場　

弘
一

　

㈲
富
士
鉄
工

　
　
　
　

鶴
見　

和
弘

　

㈲
政
和
電
気

　
　
　
　

中
根
正
太
郎

　

屋
代　

征
治

●
参
拾
萬
以
上

　

鈴
木　
　

功

　

小
國　

広
徳

●
壱
拾
萬
円
以
上

　

神
馬　
　

健

　

佐
竹　

篤
郎

　

鈴
木　

正
利

　

下
原　
　

融

　

鈴
木　

宏
明

　

山
田　
　

實

　

亀
山　

幸
志

　

大
場　

啓
雄

　

大
場　

浩
明

●
五
萬
円
以
上

　

小
池　

敏
明

　

髙
津　

尚
子

　

時
田　

義
人

　

神
﨑　

政
雄

　

千
葉　
　

崇

　

髙
栁
猪
佐
男

　

松
下　
　

豊

　

新
貝
町
甲
子
講

　
　
　

大
塚　

義
則

　

小
池　
　

諭

　

松
島　

正
幸

　

髙
柳　
　

浩

　

甲
賀　

兌
右

●
壱
萬
円
以
上

　

西
沢
美　

子

　

川
上　
　

薫

　

齊
藤　

秀
治

　

小
池　

謙
吾

　

小
池　
　

清

　

伊
藤　

英
次

　

鶴
見　
　

薫

　

米
山　

茂
昭

　

野
口　

榮
一

　

髙
木　

一
広

　

天
野　

忠
正

　

山
下　

直
彦

　

鈴
木　
　

猛

　

大
場　

一
馬

　

髙
木　

千
秋

　

中
島　

久
男

　

宇
野　

德
治

　

鈴
木
猪
佐
男

　

髙
木　

政
芳

　

小
澤　

和
宏

　

有
村　

開
順

　

鈴
木
ふ
さ
子

　

小
池　

勝
信

　

神
麻　

照
代

　

藤
田　

祐
一

　

神
宏
ク
リ
ー
ン　

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
㈱

　

代
表
取
締
役

　
　
　

神
馬　

宏
史

　

齊
藤　

裕
子

　

鈴
木　

一
寅

　

大
場
あ
い
子

　

木
下　
　

篤

　

袴
田
絵
里
加

　

北
島　

正
一

　

佐
藤　

敬
子

　

鈴
木　

浩
二

　

小
柴　

重
信

　

大
井　

博
美

　

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ス

　
　
　
　
　

Ｍ
＆
Ｋ

　
　
　

亀
岡　

光
則

　

大
道　

巻
男

　

齊
藤　
　

悠

　

伊
藤　

光
男

　

髙
田　

勝
巳

　

長
野　

律
子

　

大
石　

明
臣

　

河
野　

久
子

　

牧
野
百
里
子

　

小
澤　

芳
虎

　

山
下　

秀
二

　

鳶　

鈴
翔
組

　
　
　

鈴
木　

裕
也

　

庵
原
み
さ
よ

　

林　
　

誠
一

　

森
田　

準
也

　

渡
辺　

敏
代

●
金
一
封

　

成
瀬　

大
星

　

櫻
木　
　

太

　

は
る
い
ち
ご
園

　
　
　

増
田　

春
男

　

佐
野　

賢
一

　

中
村　

哲
也

　

大
橋　

郁
哉

　

山
田　

明
美

　

田
尻　
　

真

　

竹
内
波
留
加

　

袴
田　

祐
子

　

長
沼　

俊
哉

　

中
村　

知
代

　

小
粥　

暁
斗

　

齊
藤　

香
織

　

齊
藤　

保
隆

　

伊
藤　

英
子

　

西
川
奈
保
美

　

長
谷
川
文
子

　

稲
葉　

正
治

　

稲
葉　

ま
り

　

稲
葉　

愛
実

　

坂
部　

哲
之

　

内
山　

美
保

　

太
田
佳
納
江

　

渡
邉　

清
美

　

髙
橋　

富
夫

　

山
本　

紘
夢

　

杉
本　

明
史

　

齊
藤　

邦
子

　

丹
羽　
　

健

　

丹
羽　

佳
代

　

平
石　

泰
裕

　

保
坂　

直
起

　

小
出　

千
恵

　

福
地　

洋
子

　

宗
像　
　

博

　

森
下　

健
志

　

高
宮　

朝
昭

　

高
宮
真
由
美

　

吉
原　

元
彦

　

永
田　

清
人

　

伊
藤　

明
美

　

小
粥　

紗
奈

　

田
中
美
智
子

　

梅
田　

智
美

　

梅
田　

吉
宏

　

平
岩　

綾
乃

　

遠
藤　
　

徹

　

遠
藤　

伸
子

　

池
田　

晃
久

　

天
野　

眞
弓

　

山
野　

千
鳥

　

大
本　

悦
子

　

小
野
惠
美
子

　

鈴
木　

利
子

　

松
本　

孝
代

　

髙
津　

尚
子

※令和2年3月1日～令和2年5月31日迄（順不同・敬称略）
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

令
和
二
年
三
月
一
日
㈰
〜

令
和
二
年
五
月
三
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生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

●日本書記に親しむ ～疫病と祈り～●

　今もなお、世界は中国武漢市発新型コロナウイル
スとの戦いの最中ですが、日本最古の正史『日本書
紀』には、日本人はこうした疫病の流行を、長い歴
史の中で何度も経験し、乗り越えてきたことが記さ
れています。
　崇神天皇5年（紀元前93年）に、疫病によって日本
の人口の半分が失われたという記述もあります。そ
ういった国難に対し、崇神天皇は神様をお祀りし、
疫病鎮静を祈りました。天照大御神・倭大国魂神の
二柱を御所にお祀りしたが収まらず、神託を得て大
物主神をお祀りしても収まらず……最終的には、大
田田根子命という人物に大物主神を、市磯長尾市と

いう人物に倭大国魂神をお祀りすることで、ようや
く日本の国は安寧を取り戻しました。
　1300年前に日本国家の「歴史」と「理想」を記し
た本書からは、先人たちが人智を超えた災いと真摯
に向き合い、祈り、そして力を合わせて乗り越えて
きたことが伺えます。　　 
　現在も、感染状況は未だ油断を許さない状況にあ
る中、私たちの生活は新しい生活様式へと新たなス
タートを切りました。改めて「和」の精神に思いを
致し、一致協力のもと、一日も早く元の生活に戻れ
るよう行動していかなければなりません。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト　小國神社ものがたり
   作　　たたら　なおき
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当社で命名奉告をされた皆様▶

日本書紀上撰1300年
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づ
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上
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玉
垂
五
十
九
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
油
断
は
禁
物
で
す
が
、
メ
デ
ィ
ア

に
は
、「
コ
ロ
ナ
後
」・「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」・

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
な
ど
と
言
っ
た
言
葉
も
目

立
ち
始
め
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。　
　

　

今
回
の
感
染
拡
大
は
、
様
々
な
社
会
問
題
や

国
際
問
題
を
今
も
な
お
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
続

け
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
論
調
の
な
か
で
、
指
摘
さ
れ
る
こ
と

の
一
つ
に
「
真
の
国
際
協
調
の
在
り
方
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
中
国
の
公
船
は
、

尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
周
辺
の
領
海
侵

入
を
繰
り
返
し
、
そ
の
数
は
、
過
去
最
多
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

対
応
に
追
わ
れ
る
な
か
、
そ
の
間
隙
を
縫
う
よ

う
に
し
て
、
軍
事
的
な
存
在
感
を
ぐ
っ
と
強
め

て
い
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
に
お
い
て
も
、

『
法
の
支
配
に
基
づ
い
た
価
値
観
を
有
す
る
国
々
』

と
さ
ら
な
る
連
携
を
は
か
り
、
覇
権
主
義
の

横
暴
を
封
じ
込
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

宮
川
沿
い
の
青
葉
も

み
じ
を
眺
め
な
が
ら
ス

ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
古
木
が

立
ち
並
ぶ
散
策
路
で
の

森
林
浴
は
、
格
別
な
癒

や
し
の
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
す
。

　

「
森
林
浴
」
は
昭
和

五
十
七
年
に
日
本
に
お

い
て
提
唱
さ
れ
た
健
康

法
で
す
。
現
在
で
は
、

「shinrin-yoku

」
と

し
て
ア
メ
リ
カ
を
中
心

と
し
て
世
界
各
国
に
も

浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
科
学
的

根
拠
が
数
多
く
示
さ
れ
、

ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
の
低

下
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
ー
の
改
善
や
、
生
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
、
な
ど
の
多
く
の

健
康
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

編
集
後
記

　

本
年
よ
り
誕
生
し
た
、
小
國
神
社
明
神
通

り
縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
づ
ち

君
」・「
こ
づ
ち
姫
」
。

　

明
神
通
り
振
興
会
会
員
の
皆
様
に
よ
る
お

土
産
も
の
な
ど
、
新
作
品
が
続
々
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
赤
い
急
須
で
お
馴
染
み
の
太
田

茶
店
様
が
コ
ロ
ナ
禍
の
塞
が
り
が
ち
な
世
の

中
を
明
る
く
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
新
し

い
お
土
産
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

顔
ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
る
柔
ら
か
な
生
ど

ら
焼
き
に
可
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
焼

き
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

森
町
の
美
味
し
い
お
茶
と
一
緒
に
、
家
族

で
切
り
分
け
な
が
ら
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
。

夏
、
青
葉
、
も
み
じ

夏
、
青
葉
、
も
み
じ

深
ま
る
緑
、
森
林
浴
の
ス
ス
メ

�
癒
や
し
の
斎
庭
で
過
ご
す
ひ
と
と
き
�

ゆ
に
わ

明
神
通
り
振
興
会　

太
田
茶
店

ご
当
地
限
定
参
拝
土
産
の

　
　
　
　
　
新
作
を
発
表
!!

▲森のお茶とご一緒にどうぞ


